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２章 補足説明資料 





再
処
理
施
設

安
全
審
査

整
理
資
料

補
足
説
明
資
料
リ
ス
ト

令
和
元
年
11
月
8日

R
4

名
称

提
出

日
R
ev

補
足
説

明
資

料
2-
1

火
災

防
護

審
査
基
準
「2

.基
本
事
項
」に

係
る
補
足
説
明
資
料

11
/1

2
資
料
2

火
災
防
護
審
査
基
準
「２

．
基
本
事
項
」に

係
る
補
足
説
明
資
料

添
付

資
料

1
実

用
発

電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
火
災
防
護
に
係
る
審

査
基

準
に
対

す
る
再

処
理

施
設

の
適

合
方

針
に
つ
い
て

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

1
火

災
防

護
に
お
け
る
最
重
要
機
能
の
選
定

11
/1

1
新
規
作
成

別
紙

2
火

災
防

護
に
お
け
る
最
重
要
機
能
を
有
す
る
系
統
の
系
統
図

11
/1

1
新
規
作
成

別
紙

3
火

災
防

護
に
お
け
る
最
重
要
機
能
を
有
す
る
設
備
の
抽
出

11
/1

1
新
規
作
成

別
紙

4
火

災
防

護
に
お
け
る
最
重
要
機
能
へ
の
火
災
影
響
に
つ
い
て

11
/1

1
新
規
作
成

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
選
定
に
つ
い
て

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

1
火

災
影

響
評
価
対
象
機
器
リ
ス
ト

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
「安

全
審
査
指
針
」に

基
づ
く
防
護
対
象

設
備

の
抽

出
に
つ
い
て
（火

災
防

護
と
溢

水
防

護
に
お
け
る
防

護
対

象
の

比
較

に
つ
い

て
）

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

3
再

処
理

施
設
の
非
常
用
母
線
（主

母
線
含
む
）
に
お
け
る
内
部
火
災

が
発

生
し
た
場

合
の

影
響

に
つ
い
て

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
区
域
，
区
画
の
設
定
に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

1
安

全
上

重
要
な
機
器
等
に
対
す
る
火
災
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

2
火

災
区

域
設
定
表

10
/1
8

1
（資

料
2と

同
様
。
）

別
紙

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ネ
ル
を
介
し
た
火
災
発
生
区
域
か
ら
の

煙
等

の
流

入
防

止
対

策
に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
2と

同
様
。
）

添
付

資
料

4
火

災
防

護
審
査
基
準
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て

11
/1

1
（資

料
2と

同
様
。
）

補
足
説

明
資

料
2-
2

火
災

防
護

審
査
基
準
「2

.1
火
災
発
生
防
止
」に

係
る
補
足
説
明
資

料
11
/8

3
資
料
3

火
災
防
護
審
査
基
準
「2
.1
火
災
発
生
防
止
」に

係
る
補
足
説
明
資
料

添
付

資
料

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
漏
え
い
し
た
潤
滑
油
又
は
燃
料
油
の
拡

大
防

止
対

策
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
潤
滑
油
，
燃
料
油
又
は
有
機
溶
媒
の
引

火
点

，
室

内
温

度
及

び
機

器
運

転
時

の
温

度
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
設
置
す
る
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
分
析
試
薬
の
火
災
発
生
対
策
に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

4
再

処
理

施
設
に
お
け
る
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
火
災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

に
つ
い
て

11
/1

2
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
火
災
対
応
調
査
に
つ
い
て

11
/1

2
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
難
燃
化
対
象
の
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
に
使

用
す
る
難

燃
性

パ
ネ
ル

の
性

能
確

認
に
つ
い
て

11
/1

2
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

3
難

燃
性

パ
ネ
ル
の
耐
燃
性
試
験
に
つ
い
て

11
/1

2
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

5
再

処
理

施
設
に
お
け
る
配
管
フ
ラ
ン
ジ
パ
ッ
キ
ン
の
火
災
影
響
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

6
再

処
理

施
設
に
お
け
る
難
燃
ケ
ー
ブ
ル
の
使
用
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
安
全
上
重
要
な
機
能
を
有
す
る
機
器
等
及

び
放

射
性

物
質

貯
蔵

等
の

機
器

等
に
使

用
す
る
ケ
ー
ブ
ル

の
難

燃
性

に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
距
離
の
判
定
方
法
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
一
部
の
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
延
焼
防
止
性
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

4
再

処
理

施
設
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
の
延
焼
性
に
関
す
る
IE
E
E
38
3の

適
用

年
版

に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

別
紙

5
再

処
理

施
設
に
お
け
る
IE
E
E
38

3垂
直
ト
レ
イ
燃
焼
試
験
に
お
け
る
残

炎
時

間
の

取
扱

い
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

7
再

処
理

施
設
に
お
け
る
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
換
気
フ
ィ
ル
タ
の

使
用

状
況

に
つ
い
て

10
/1
8

0
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

8
再

処
理

施
設
に
お
け
る
保
温
材
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
3と

同
様
。
）

添
付

資
料

9
再

処
理

施
設
に
お
け
る
建
屋
内
装
材
の
不
燃
性
に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
3と

同
様
。
）

第
５
条
：
火
災
等
に
よ
る
損
傷
防
止

備
考
（8
月
提
出
済
み
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
資
料
番
号
を
記
載
）

資
料

N
o.

再
処
理
施
設

安
全

審
査

整
理

資
料

補
足

説
明

資
料

（
1
/
3
）



再
処
理
施
設

安
全
審
査

整
理
資
料

補
足
説
明
資
料
リ
ス
ト

令
和
元
年
11
月
8日

R
4

名
称

提
出

日
R
ev

備
考
（8
月
提
出
済
み
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
資
料
番
号
を
記
載
）

資
料

N
o.

再
処
理
施
設

安
全

審
査

整
理

資
料

補
足

説
明

資
料

補
足
説

明
資

料
2-
3

火
災

防
護

審
査
基
準
「2

.2
火
災
の
感
知
消
火
」の

う
ち
，
火
災
の
感

知
に
係

る
補

足
説

明
資

料
11
/8

1
資
料
4

火
災
防
護
審
査
基
準
「2
.2
火
災
の
感
知
消
火
」の

う
ち
，
火
災
の
感
知
に
係
る
補
足
説
明
資
料

添
付

資
料

1
安

重
機

能
及
び
放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
能
を
有
す
る
機
器
等

に
設

置
さ
れ

る
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
の

火
災

感
知

設
備

に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
4と

同
様
。
）

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
防
爆
型
火
災
感
知
器
に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
4と

同
様
。
）

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
感
知
器
の
型
式
ご
と
の
特
徴
等
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

1
熱

電
対

の
仕
様
及
び
動
作
原
理
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

2
サ

ー
モ
カ
メ
ラ
仕
様
及
び
動
作
原
理
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

3
赤

外
線

式
炎
感
知
器
の
仕
様
及
び
動
作
原
理

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

4
光

フ
ァ
イ
バ
温
度
監
視
装
置
の
仕
様
及
び
動
作
原
理
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

5
高

感
度

煙
感
知
器
の
仕
様
及
び
動
作
原
理
に
つ
い
て

11
/8

1
新
規
作
成

添
付

資
料

4
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
感
知
器
の
配
置
を
示
し
た
図
面

9/
27

0
（資

料
4と

同
様
。
）

添
付

資
料

5
再

処
理

施
設
に
お
け
る
火
災
を
想
定
す
る
セ
ル
内
の
感
知
方
法
に
つ
い
て

11
/8

1
（資

料
4と

同
様
。
）

別
紙

1
可

燃
物

の
取
扱
い
が
な
い
又
は
少
量
の
可
燃
物
を
取
扱
う
セ
ル

に
つ
い
て

11
/8

1
新
規
作
成

補
足
説

明
資

料
2-
4

火
災

防
護

審
査
基
準
「2

.2
火
災
の
感
知
消
火
」の

う
ち
，
火
災
の
消

火
に
係

る
補

足
説

明
資

料
9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

1
再

処
理

施
設
の
消
火
に
用
い
る
固
定
式
消
火
設
備
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
の
移
動
式
消
火
設
備
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
の
消
火
困
難
区
域
に
係
る
消
火
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

別
紙

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
制
御
室
床
下
の
消
火
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

別
紙

2
消

火
活

動
が
可
能
な
エ
リ
ア
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

別
紙

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
消
火
困
難
区
域
の
選
定
結
果

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

4
再

処
理

施
設
に
お
け
る
消
火
活
動
の
た
め
の
電
源
を
内
蔵
し
た
照

明
器

具
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

5
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
室
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
作
動

に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

6
再

処
理

施
設
に
お
け
る
地
震
時
の
消
火
活
動
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

補
足
説

明
資

料
2-
5

火
災

防
護

審
査
基
準
「2

.3
火
災
の
影
響
軽
減
」に

係
る
補
足
説
明

資
料

11
/1

1
新
規
作
成

添
付

資
料

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
安
全
上
重
要
な
施
設
の
系
統
分
離
対
策
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
耐
火
壁
の
3時

間
耐
火
性
能
に
つ
い
て

11
/1

1
新
規
作
成

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
系
統
分
離
対
策
に
つ
い
て

11
/1

1
新
規
作
成

別
紙

1
系

統
分

離
対
象
箇
所
の
現
場
状
況

11
/1

0
新
規
作
成

添
付

資
料

4
再

処
理

施
設
に
お
け
る
制
御
室
の
排
煙
設
備
に
つ
い
て

9/
27

0
新
規
作
成

補
足
説

明
資

料
2-
6

放
射

性
物

質
貯
蔵
等
の
機
器
等
の
火
災
防
護
対
策
に
係
る
補
足

説
明

資
料

10
/1
8

1
資
料
7

放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
器
等
の
火
災
防
護
対
策
に
つ
い
て

添
付

資
料

1
再

処
理

施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
器
等
の
火
災

防
護

対
策

に
つ
い
て

10
/1
8

1
（資

料
7と

同
様
。
）

添
付

資
料

2
再

処
理

施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
機
能

並
び
に
系

統
の

抽
出

に
つ
い
て

9/
27

0
（資

料
7と

同
様
。
）

添
付

資
料

3
再

処
理

施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質
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再処理施設における難燃ケーブルの使用について

1. はじめに

 再処理施設において，「実用発電用原子炉及びその附属施設の

火災防護に係る審査基準」（以下「火災防護に係る審査基準」と

いう。）の要求に基づき，安全上重要な機能を有する機器等及び

放射性物質貯蔵等の機器等に使用するケーブルについて，調査結

果を以下に示す。 

2. 難燃ケーブルの要求事項

 「火災防護に係る審査基準」における難燃ケーブルの要求事項

を以下に示す。 

2.1 火災発生防止

2.1.2 安全機能を有する構築物、系統及び機器は、以下の各

号に掲げるとおり、不燃性材料又は難燃性材料を使用

した設計であること。ただし、当該構築物、系統及び

機器の材料が、不燃性材料又は難燃性材料と同等以上

の性能を有するもの(以下「代替材料」という。)であ

る場合、もしくは、当該構築物、系統及び機器の機能

を確保するために必要な代替材料の使用が技術上困

難な場合であって、当該構築物、系統及び機器におけ

る火災に起因して他の安全機能を有する構築物、系統

及び機器において火災が発生することを防止するた

めの措置が講じられている場合はこの限りではない。 
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(3)ケーブルは難燃ケーブルを使用すること。

(参考) 

「当該構築物、系統及び機器の機能を確保するために必要な

代替材料の使用が技術上困難な場合であって、当該構築物、系

統及び機器における火災に起因して他の安全機能を有する構

築物、系統及び機器において火災が発生することを防止するた

めの措置が講じられている場合」とは、ポンプ、弁等の駆動部

の潤滑油、機器躯体内部に設置される電気配線、不燃材料の表

面に塗布されるコーティング剤等、当該材料が発火した場合に

おいても、他の構築物、系統又は機器において火災を生じさせ

るおそれが小さい場合をいう。 

(3)難燃ケーブルについて

使用するケーブルについて、「火災により着火し難く、著し

い燃焼をせず、また、加熱源を除去した場合はその燃焼部が広

がらない性質」を有していることが、延焼性及び自己消火性の

実証試験により示されていること。 

（実証試験の例） 

・自己消火性の実証試験・・・ＵＬ垂直燃焼試験

・延焼性の実証試験・・・ＩＥＥＥ383 又はＩＥＥＥ1202

3. 難燃ケーブルの使用対象箇所及び確認方法

 再処理施設における安全上重要な機能を有する機器等及び放

射性物質貯蔵等の機器等に使用するケーブルは，難燃ケーブルを
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使用している。

 「火災防護に係る審査基準」では，難燃ケーブルの使用に当た

り，自己消火性の実証試験（ＵＬ垂直燃焼試験）等による確認が

要求されているため，以下のフローに基づき対象箇所を選定し，

ケーブル使用状況及び試験状況について調査，確認を行った。

なお，ケーブルの試験方法及び試験結果については，資料４「安

全上重要な機能を有する機器等及び放射性物質貯蔵等の機器等

に使用するケーブルの難燃性について」に示す。 
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第１図 難燃ケーブルの確認フロー

安全上重要な機能を有する
機器及び放射性物質貯蔵等
の機器等に使用するケーブル

絶縁体・シースの組合せごとに
リスト化

「要求合格品か」
・ＵＬ垂直燃焼試験
・ＩＥＥＥ383又はＩＥＥＥ1202

機器の性能・機能上，
要求合格品の代替
ケーブルに取替えが

可能か

①「使用可」
難燃ケーブル

②ケーブル変更
により「使用可」

難燃ケーブル

電線管に収納し
電線管両端に耐火シールを
施工する等の処置が可能か

③「使用可」
難燃同等ケーブル

④「使用不可」
設計の変更

Ｎｏ

Ｙｅｓ
Ｎｏ

Ｎｏ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ
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4. ケーブルの難燃性適合状況

 安全上重要な機能を有する機器等及び放射性物質貯蔵等の機

器等に使用するケーブルについて，絶縁体とシースの組合せ毎に

リスト化を行い，確認を行った。第１表にケーブルの難燃性確認

結果を示す。

なお，一部の同軸ケーブルは機器の性能上の理由から非難燃ケ

ーブルであるが，資料４の添付資料２に示すとおり，ケーブルを

敷設する電線管の端部をコーキング材でシール処理し，窒息効果

を持たせた延焼防止対策を行うことにより，十分な保安水準を確

保する設計とする。 
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第１表 ケーブルの難燃性確認結果

区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス
Ｕ Ｌ 垂 直

燃 焼 試 験

Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ

383  

ｏ ｒ

Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ

120 2

フ ロ ー
結 果

高 圧 電 力
ケ ー ブ ル

1 
架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

低 圧 動 力
ケ ー ブ ル

2 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸
耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①

3 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
○ ○ ①

4 
架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸
耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①

5 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

制 御
ケ ー ブ ル

6 
ビ ニ ル

（ 難 燃 性
ビ ニ ル ）

難 燃 低 塩 酸  
ビ ニ ル  

（ 難 燃 低 塩 酸
耐 熱 ビ ニ ル ）

○ ○ ①

7 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
○ ○ ①

8 ETFE※ 1 難 燃 ビ ニ ル ○ ○ ①

計 装
ケ ー ブ ル

9 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

10 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
○ ○ ①

11 
絶 縁 用  

ポ リ エ チ レ ン
耐 熱 ビ ニ ル ○ ○ ①

12 
難 燃 エ チ レ ン  

プ ロ ピ レ ン ゴ ム
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

通 信
ケ ー ブ ル

13 ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

複 合
ケ ー ブ ル

14 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル  
○ ○ ①

15 
架 橋 ポ リ エ チ レ
ン ， 特 殊 耐 熱 ビ

ニ ル

難 燃 低 塩 酸  
特 殊 耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①

16 

架 橋  
ポ リ エ チ レ ン ，

特 殊 耐 熱  
ビ ニ ル ， ETFE※ 1 

難 燃 低 塩 酸  
特 殊 耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①
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区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス
Ｕ Ｌ 垂 直

燃 焼 試 験

Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ

383  

ｏ ｒ

Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ

120 2

フ ロ ー
結 果

同 軸
ケ ー ブ ル

17 
架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸
耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①

18 
耐 放 射 線 性 架 橋
ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸
ビ ニ ル  

○ ○ ①

19 
耐 放 射 線 性 架 橋
ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸
ビ ニ ル  

○ ○ ①

20 
耐 放 射 線 性  
架 橋 発 泡  

ポ リ エ チ レ ン

ノ ン ハ ロ ゲ ン
難 燃 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン
○ ○ ①

光
フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル

21 
プ ラ ス チ ッ ク

テ ー プ ※ 2

難 燃 低 塩 酸  
特 殊 耐 熱 ビ ニ ル

○ ○ ①

22 
難 燃 性 テ ー プ ※

2

難 燃 低 塩 酸
ビ ニ ル  

○ ○ ①

23 
プ ラ ス チ ッ ク

テ ー プ ※ 2

難 燃 低 塩 酸
（ 耐 熱 ）  

塩 酸 ビ ニ ル
○ ○ ①

24 
プ ラ ス チ ッ ク / 
不 織 布 テ ー プ ※

2

難 燃 ア ル ミ
ラ ミ ネ ー ト

シ ー ス
○ ○ ①

燃 焼 度
計 測 装 置
ケ ー ブ ル

25 ポ リ エ チ レ ン ポ リ 塩 化 ビ ニ ル － － ③

26 

ポ リ エ チ レ ン
コ ル デ ル

＋
ポ リ エ チ レ ン

パ イ プ  

ポ リ 塩 化 ビ ニ ル － － ③

27 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル ポ リ 塩 化 ビ ニ ル － － ③

※ １ 四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ エ チ レ ン 共 重 合 樹 脂  

※ ２ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に は 絶 縁 体 が な い た め ， シ ー ス の 次 層 と な る 押 え 巻

き 材 を 記 載  

注）上記 の表は設 計進捗に より変更 する可能 性あり。
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別紙１

補 2－2－添 6－別 1－1

再処理施設における安全上重要な機能を有する機器等 

及び放射性物質貯蔵等の機器等に使用するケーブルの 

難燃性について

1. 概要

 再処理施設における安全上重要な機能を有する機器等及び

放射性物質貯蔵等の機器等に使用するケーブルが難燃ケーブ

ルであることを以下に示す。

2. 要求事項

 再処理施設の安全上重要な機能を有する機器等及び放射性

物質貯蔵等の機器等は，「実用発電用原子炉及び附属施設の火

災防護に係る審査基準」(以下「火災防護に係る審査基準」と

いう。)の，２．１ 火災発生防止に基づき，難燃ケーブルを使

用することが要求されている。 

火災防護に係る審査基準の抜粋を以下に示す。
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「実用発電用原子炉及び附属施設の火災防護に係る審査基準」

2.1.2 安全機能を有する構築物、系統及び機器は、以下の各

号に掲げるとおり、不燃性材料又は難燃性材料を使用した設計

であること。ただし、当該構築物、系統及び機器の材料が、不

燃性材料又は難燃性材料と同等以上の性能を有するもの(以下

「代替材料」という。)である場合、もしくは、当該構築物、

系統及び機器の機能を確保するために必要な代替材料の使用

が技術上困難な場合であって、当該構築物、系統及び機器にお

ける火災に起因して他の安全機能を有する構築物、系統及び機

器において火災が発生することを防止するための措置が講じ

られている場合はこの限りではない。 

（３）ケーブルは難燃ケーブルを使用すること。

(参考) 

「当該構築物、系統及び機器の機能を確保するために必要な

代替材料の使用が技術上困難な場合であって、当該構築物、系

統及び機器における火災に起因して他の安全機能を有する構

築物、系統及び機器において火災が発生することを防止するた

めの措置が講じられている場合」とは、ポンプ、弁等の駆動部

の潤滑油、機器躯体内部に設置される電気配線、不燃材料の表

面に塗布されるコーティング剤等、当該材料が発火した場合に

おいても、他の構築物、系統又は機器において火災を生じさせ

るおそれが小さい場合をいう。 
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(3)難燃ケーブルについて 

使用するケーブルについて、「火災により着火し難く、著し

い燃焼をせず、また、加熱源を除去した場合はその燃焼部が広

がらない性質」を有していることが、延焼性及び自己消火性の

実証試験により示されていること。 

（実証試験の例） 

・自己消火性の実証試験・・・ＵＬ垂直燃焼試験 

・延焼性の実証試験・・・ＩＥＥＥ383 又はＩＥＥＥ1202 

 

3. 使用ケーブルの難燃性について 

  再処理施設における安全上重要な機能を有する機器等及び

放射性物質貯蔵等の機器等に使用するケーブルについては，以

下のとおり，難燃性の確認試験に合格するものを使用する設計

とする。 

自己消火性の実証試験として，ＵＬ垂直燃焼試験にて確認す

る。ただし，試験用ケーブルが製造中止の理由から入手不可能

なケーブルについては，ＩＥＥＥ383 垂直トレイ燃焼試験及び

ＩＣＥＡ垂直燃焼試験※ １を合格する試験記録がある場合，シ

ースの材料及び厚さが同じ他種ケーブルのＵＬ垂直燃焼試験

にて自己消火性を確認する。 

延焼性の実証試験として，ＩＥＥＥ383Ｓｔｄ1974※ ２又はこ

れを基準とした「電気学会技術報告（Ⅱ部）第 139 号  原子力

発電用電線・ケーブルの環境試験方法ならびに耐延焼性試験方

法に関する推奨案」の垂直トレイ燃焼試験にて確認する。ケー

ブルの損傷距離の測定方法は，別紙 2 に示す。 
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一部の同軸ケーブルは機器の性能上の理由から非難燃ケー

ブルであるが，別紙 3 に示すとおり，ケーブルを敷設する電線

管の端部をコーキング材でシール処理し，窒息効果を持たせた

延焼防止対策を行うことにより，十分な保安水準を確保する設

計とする。 

※ １ Ｉ Ｃ Ｅ Ａ 垂 直 燃 焼 試 験 は ， Ｕ Ｌ 垂 直 燃 焼 試 験 と 同 様 に ケ ー ブ ル の 自 己 消 火 性 を

確 認 す る 試 験 で あ り ， 試 験 内 容 ， 燃 焼 源 ， バ ー ナ 熱 量 等 の 試 験 条 件 は 両 試 験 で

同 等 で あ る 。 し か し ， 試 験 体 及 び 判 定 基 準 の 一 部 に ， 以 下 の と お り 相 違 点 が あ

る 。  

（ ａ ） 試 験 体 か ら シ ー ス を 取 除 き ， 絶 縁 体 が む き 出 し の 状 態 で 実 施

（ ｂ ） Ｕ Ｌ 垂 直 燃 焼 試 験 で 判 定 基 準 と さ れ る 試 験 体 下 に 設 置 す る 綿 の 燃 焼 に

つ い て 規 定 な し

上 記 の 相 違 点 よ り ， シ ー ス を 取 除 き ， 直 接 絶 縁 体 に バ ー ナ の 炎 を 接 触 さ せ る Ｉ

Ｃ Ｅ Ａ 垂 直 燃 焼 試 験 は ， 絶 縁 体 の み で 自 己 消 火 性 を 確 保 し な け れ ば な ら な い た

め ， シ ー ス に バ ー ナ の 炎 を 接 触 さ せ ， シ ー ス と 絶 縁 体 で 自 己 消 火 性 を 確 保 可 能

な Ｕ Ｌ 垂 直 燃 焼 試 験 に 比 べ て ， 厳 し い 条 件 で あ る 。  

※ ２ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ 383Ｓ ｔ ｄ 1974 の 適 用 は 別 紙 4 に 示 す 。ま た ，残 炎 時 間 の 取 扱 い は 別 紙

5 に 示 す 。  
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第１表 ＵＬ垂直燃焼試験とＩＣＥＡ垂直燃焼試験の概要

試 験 名 UL 垂 直 燃 焼 試 験 ICEA 垂 直 燃 焼 試 験

試 験 装 置

単 位 （ mm）

試 験 内 容
・試 料 を 垂 直 に 保 持 し ，2 0 度 の 角 度

で バ ー ナ の 炎 を あ て る 。

・ 1 5 秒 着 火 ， 1 5 秒 休 止 を 5 回 繰 り

返 し 試 料 の 燃 焼 の 程 度 を 調 べ る 。

・ケ ー ブ ル シ ー ス を 取 り 除 き ，絶 縁

体 に て 自 己 消 火 性 を 確 認 す る 。

・試 料 を 垂 直 に 保 持 し ，2 0 度 の 角 度

で バ ー ナ の 炎 を あ て る 。

・ 1 5 秒 着 火 ， 1 5 秒 休 止 を 5 回 繰 り

返 し 試 料 の 燃 焼 の 程 度 を 調 べ る 。

燃 焼 源 ・ チ リ ル バ ー ナ ・ チ リ ル バ ー ナ

バ ー ナ 熱 量 ・ 2 . 1 3 M J／ h ・ 2 . 1 3 M J／ h

使 用 燃 料 ・ 工 業 用 メ タ ン ガ ス ・ 工 業 用 メ タ ン ガ ス

判 定 基 準

・ 残 炎 に よ る 燃 焼 が 6 0 秒 を 超 え な

い 。

・ 表 示 旗 が 2 5％ 以 上 焼 損 し な い 。

・ 落 下 物 に よ っ て 下 に 設 置 し た 綿

が 燃 焼 し な い 。

・ 残 炎 に よ る 燃 焼 が 6 0 秒 を 超 え な

い 。

・ 表 示 旗 が 2 5％ 以 上 焼 損 し な い 。
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第２表 自己消火性の実証試験結果（ＵＬ垂直燃焼試験）

区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス

Ｕ Ｌ 垂 直 燃 焼 試 験

最 大 残

炎 時 間

（ 秒 ）

表 示 旗

の 損 傷

（ ％ ）

綿 の

損 傷
合 否

高 圧 電 力

ケ ー ブ ル
1 

架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
0 0 無 合 格

低 圧 動 力

ケ ー ブ ル

2 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル
1 0 無 合 格

3 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
1 0 無 合 格

4 
架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル
2 0 無 合 格

5 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
3 0 無 合 格

制 御

ケ ー ブ ル

6 
ビ ニ ル  

（ 難 燃 性 ビ ニ ル ） 

難 燃 低 塩 酸  

ビ ニ ル  

（ 難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル ）

7 0 無 合 格

7 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
5 0 無 合 格

8 ETFE※ 1  難 燃 ビ ニ ル 5 0 無 合 格

計 装

ケ ー ブ ル

9 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
10 0 無 合 格

10 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
6 0 無 合 格

11 
絶 縁 用  

ポ リ エ チ レ ン
耐 熱 ビ ニ ル 0 0 無 合 格

12 
難 燃 エ チ レ ン  

プ ロ ピ レ ン ゴ ム

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
4 0 無 合 格

通 信

ケ ー ブ ル
13 ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
3 0 無 合 格

複 合

ケ ー ブ ル

14 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
7 0 無 合 格

15 

架 橋  

ポ リ エ チ レ ン ，

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
2 0 無 合 格

16 

架 橋

ポ リ エ チ レ ン ，  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル ，

ETFE※ 1  

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
3 0 無 合 格
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区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス

Ｕ Ｌ 垂 直 燃 焼 試 験

最 大 残

炎 時 間

（ 秒 ）

表 示 旗

の 損 傷

（ ％ ）

綿 の

損 傷
合 否

同 軸

ケ ー ブ ル

17 
架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル
1 0 無 合 格

18 
耐 放 射 線 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸  

ビ ニ ル ，  

難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン

1 0 無 合 格

19 
耐 放 射 線 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
0 0 無 合 格

20 

耐 放 射 線 性  

架 橋 発 泡  

ポ リ エ チ レ ン

ノ ン ハ ロ ゲ ン

難 燃 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン

0 0 無 合 格

光

フ ァ イ バ

ケ ー ブ ル

21 
プ ラ ス チ ッ ク

テ ー プ ※ 2

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
1 0 無 合 格

22 難 燃 性 テ ー プ ※ 2 
難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
3 0 無 合 格

23 
プ ラ ス チ ッ ク

テ ー プ ※ 2

難 燃 低 塩 酸  

（ 耐 熱 ） 塩 酸

ビ ニ ル  

1 0 無 合 格

24 
プ ラ ス チ ッ ク / 

不 織 布 テ ー プ ※ 2 

難 燃 ア ル ミ

ラ ミ ネ ー ト

シ ー ス

1 0 無 合 格

燃 焼 度

計 測 装 置

ケ ー ブ ル

25 ポ リ エ チ レ ン ポ リ 塩 化 ビ ニ ル

同 一 ト レ イ に 敷 設 す る 状 態 で は

使 用 せ ず ， 電 線 管 内 に 敷 設 し て

使 用 す る こ と で 自 己 消 火 性 を 確

保 す る 。  

26 

ポ リ エ チ レ ン
コ ル デ ル

＋
ポ リ エ チ レ ン

パ イ プ  

ポ リ 塩 化 ビ ニ ル

27 ビ ニ ル 混 合 物 ビ ニ ル 混 合 物

※ １ 四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ エ チ レ ン 共 重 合 樹 脂  

※ ２ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に は 絶 縁 体 が な い た め ， シ ー ス の 次 層 と な る 押 え 巻 き 材 を

記 載  

注）上記 の表は設 計進捗に より変更 する可能 性あり。
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第３表 自己消火性の実証試験結果

（ＩＣＥＡ垂直燃焼試験結果）

区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス

Ｉ Ｃ Ｅ Ａ 垂 直 燃 焼 試 験

最 大 残 炎

時 間 （ 秒 ） 

表 示 旗 の

損 傷 （ ％ ） 
合 否

同 軸

ケ ー ブ ル
19 

耐 放 射 線 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
1 0 合 格

第４表 ＩＥＥＥ383Ｓｔｄ1974 垂直トレイ燃焼試験

試験装置

単位（ mm）

試験内容

・ バ ー ナ を 点 火 し ， 20 分 経 過 後 バ ー ナ の 燃 焼

を停止し ，そのまま放置し てケーブ ルの燃焼

が自然に 停止した ならば試 験を終了 する。

燃焼源 ・リボン バーナ

バーナ熱 量 ・ 70,000BTU／ h（ 73.3MJ／ h）

使用燃料 ・天然ガ スもしく はプロパ ンガス

火源
燃料ガス 調質 ・規定な し

バーナ角 度 ・水平

試料
プレコン ディショ

ニング
・規定な し

判定基準

① ケ ー ブ ル の シ ー ス 及 び 絶 縁 体 の 最 大 損 傷 長

が 1,800mm 以下であること 。

②３回の 試験いず れにおい ても，上記 を満たす

こと。
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第５表 延焼性の実証試験結果（ＩＥＥＥ383Ｓｔｄ1974）

区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス

延 焼 性 試 験

シ ー ス

損 傷 距 離

（ mm）

合 否

高 圧 電 力

ケ ー ブ ル
1 架 橋 ポ リ エ チ レ ン

難 燃 低 塩 酸

ビ ニ ル
740 合 格

低 圧 動 力

ケ ー ブ ル

2 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル
970 合 格

3 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
970 合 格

4 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 高 難 燃 ポ リ エ チ レ ン 1360 合 格

5 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 1070 合 格

制 御

ケ ー ブ ル

6 
ビ ニ ル  

（ 難 燃 性 ビ ニ ル ）

難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル

(難 燃 低 塩 酸  

耐 熱 ビ ニ ル ) 

790 合 格

7 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
950 合 格

8 ETFE※ 難 燃 ビ ニ ル 760 合 格

計 装

ケ ー ブ ル

9 ビ ニ ル 難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 770 合 格

10 特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
950 合 格

11 
絶 縁 用  

ポ リ エ チ レ ン
耐 熱 ビ ニ ル 930 合 格

12 
難 燃 エ チ レ ン  

プ ロ ピ レ ン ゴ ム
難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 1100 合 格

通 信

ケ ー ブ ル
13 ポ リ エ チ レ ン 難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 1040 合 格

複 合

ケ ー ブ ル

14 
難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 1110 合 格

15 
架 橋 ポ リ エ チ レ ン ，

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル  

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
1060 合 格

16 

架 橋 ポ リ エ チ レ ン ，

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル ，  

ETFE※  

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル
860 合 格



補 2－2－添 6－別 1－10

区 分 No. 絶 縁 体 シ ー ス

延 焼 性 試 験

シ ー ス

損 傷 距 離

（ mm）

合 否

同 軸

ケ ー ブ ル

17 架 橋 ポ リ エ チ レ ン
難 燃 低 塩 酸

耐 熱 ビ ニ ル
1140 合 格

18 
耐 放 射 線 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン  

難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル ，

難 燃 架 橋  

ポ リ エ チ レ ン  

1030 合 格

19 
耐 放 射 線 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン  
難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル 1240 合 格

20 
耐 放 射 線 性 架 橋  

発 泡 ポ リ エ チ レ ン

ノ ン ハ ロ ゲ ン

難 燃 性 架 橋

ポ リ エ チ レ ン

1300 合 格

燃 焼 度 計

測 装 置

ケ ー ブ ル

25 ポ リ エ チ レ ン ポ リ 塩 化 ビ ニ ル

同 一 ト レ イ に 敷 設

す る 状 態 で は 使 用

せ ず ，電 線 管 内 に 敷

設 し て 使 用 す る こ

と で 耐 延 焼 性 を 確

保 す る 。  

26 

ポ リ エ チ レ ン

コ ル デ ル

＋

ポ リ エ チ レ ン パ イ プ

ポ リ 塩 化 ビ ニ ル

27 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル ポ リ 塩 化 ビ ニ ル

※ 四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ エ チ レ ン 共 重 合 樹 脂

注）上記 の表は設 計進捗に より変更 する可能 性あり。
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第６表 ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ1991 垂直トレイ燃焼試験

試験装置 概要

試験内容

・バーナ を点火し ， 20 分経過後バー ナの燃焼

を 停 止 し ， そ の ま ま 放 置 し て ケ ー ブ ル の 燃

焼 が 自 然 に 停 止 し た な ら ば 試 験 を 終 了 す

る。

燃焼源 ・リボン バーナ

バーナ熱 量 ・ 70,000BTU／ h（ 73.3MJ／ h）

使用燃料 ・プロパ ンガス

火源
燃料ガス 調質 ・ 25±5℃ 空気の 露点温度 ： 0℃以下

バーナ角 度 ・ 20°上向き

試料
プレコン ディショ

ニング
・ 18℃以 上， 3 時間

判定基準 損傷距離 ・ 1,500mm 以下
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第７表 延焼性の実証試験結果（ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ1991）  

区 分  No. 絶 縁 体  シ ー ス  

延 焼 性 試 験  

シ ー ス  

損 傷 距 離  

（ mm）  

合 否  

光 フ ァ イ バ  

ケ ー ブ ル  

21 
プ ラ ス チ ッ ク  

テ ー プ ※  

難 燃 低 塩 酸  

特 殊 耐 熱 ビ ニ ル  
1040 合 格  

22 難 燃 性 テ ー プ ※  難 燃 低 塩 酸 ビ ニ ル  940 合 格  

23 
プ ラ ス チ ッ ク  

テ ー プ ※  

難 燃 低 塩 酸  

耐 熱 橙 色 塩 酸 ビ ニ ル  
960 合 格  

24 
プ ラ ス チ ッ ク /不 織

布 テ ー プ ※  

難 燃 ア ル ミ  

ラ ミ ネ ー ト シ ー ス  
1180 合 格  

※  光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に は 絶 縁 体 が な い た め ， シ ー ス の 次 層 と な る 押 え 巻 き 材 を 記  

  載  
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電気学会技術報告（Ⅱ部）第 139 号（抜粋）

3.6 燃焼試験方法

 バーナの火炎を所定の条件に調節した後，ケーブルの所定の

位置にあて，20 分間燃焼を続ける。規定時間経過後バーナの燃

焼を停止し，そのまま放置してケーブルの燃焼が自然に停止した

ならば試験を終了する。 

本試験は同一仕様の新しい試料を使って３回繰返す。

試験終了後のケーブルのシースと絶縁体についてバーナの高

さであるトレイ底部から 600ｍｍを起点とし，そこから上方への

最大の損傷長さを測定する。損傷とは，炭化，灰化，溶融，火ぶ

くれを含むこととする。 

2. ＩＥＥＥ1202 の損傷距離

ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ1991 には，損傷距離について明確に定

義されていないため，ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ2006 の明確化され

た損傷距離の測定方法を参考とし，ケーブルの損傷を灰化，炭

化及び溶融として損傷距離を確認し，最大損傷距離を測定する。 
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ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ2006（抜粋）

7.1.1 Cable char damage 

The limit of charring shall be determined by pressing 

against the cable surface with a sharp object. In places 

where the surface of the cable changes from a resilient 

to a brittle or crumbling surface, the limit of charring 

has been identified. Cable damage shall then be 

documented by measuring the distance of the charred 

height on the most centrally located specimens above the 

horizontal line from the lower edge of the burner face 

to the nearest 25 mm (1 in). 

ＩＥＥＥ1202Ｓｔｄ2006（和訳）

7.1.1 ケーブルの損傷

炭化限界は、鋭利なものでケーブル表面を押し付けること

により決定される。ケーブル表面が弾力のある表面から脆い

表面又は壊れやすい表面に変化する箇所が炭化限界とされ

る。 ケーブルの損傷は、バーナ面の下端から 25ｍｍ（１ｉ

ｎ）までの水平線より上の最も中心に位置する試験片の焦げ

た高さの距離を測定することによって文書化されなければ

ならない。 
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再処理施設における一部の同軸ケーブルの延焼防止性について

1. はじめに

核計装ケーブルは，微弱電流，微弱パルスを扱うために，耐

ノイズ性を確保することを目的に不燃性の金属の電線管に敷

設されているが，当該ケーブルは，絶縁体及びシースにポリエ

チレン系の非難燃材料が使用されており，ＩＥＥＥ383 垂直ト

レイ燃焼試験及びＵＬ垂直燃焼試験の両要求への適合が確認

されたケーブルではない。

当該ケーブルの使用機器となる燃焼度計測装置は，万一火災

が発生し，ケーブルが損傷した場合でも，Ge 半導体検出器の

異常により，使用済燃料の平均濃縮度の計測が停止するのみで，

計測停止後は，使用済燃料を移送しない措置を講じることで安

全状態の維持が可能なことから，安全機能に影響を及ぼすおそ

れはない。 

しかし，火災防護に係る審査基準の要求を踏まえて，他のケ

ーブルからの火災による延焼や，他のケーブルへの延焼が発生

しないよう，電線管の両端部を耐火性のシール材を充填し，電

線管内を密閉することで，酸素不足による燃焼の継続を防止す

る等の措置を講ずる設計とする。 

2. 電線管敷設による火災発生防止対策

2.1 酸素不足による燃焼継続の防止 

第１図に示すような，核計装ケーブルは，耐ノイズ性を確

保する理由から難燃ケーブルの採用が困難である。したがっ

別紙 3 
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電線管内で火災が発生した場合は，電線管内の温度上昇に

伴い，圧力が上昇することで，外気からの支燃性ガス（酸素）

の供給はないと考えられる。 

また，保全についてはコーキング材の特性を踏まえ，設備

の点検計画を定めることとする。 

2.3 ケーブルを覆う難燃材又は不燃材について

ケーブルを覆う難燃材又は不燃材は，材料をケーブルに施

工し，ＩＥＥＥ383 及びＵＬ垂直燃焼試験を合格することを

確認したものを使用することとする。 

なお，核計装ケーブルは，単独敷設ケーブルであることか

ら，難燃塗料は一様に塗布することが可能なため，部位によ

る難燃性能の差異はないと考えられる。 
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再処理施設におけるケーブルの延焼性に関する

ＩＥＥＥ383 の適用年版について 

ケーブルの延焼性は，ＩＥＥＥｓｔｄ1974 又はこれを基礎と

した「電気学会技術報告（Ⅱ部）第 139 号 原子力発電所用電線・

ケーブルの環境試験方法ならびに耐延焼性試験方法に関する推

奨案」の垂直トレイ燃焼試験により確認しており，このＩＥＥＥ

383 の適用年版について以下に整理する。 

1. 要求事項

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審

査基準」（以下，「火災防護に係る審査基準」という。）の「２．

１火災発生防止」の参考には，延焼性の実証試験はＩＥＥＥ383

の実証試験により示されていることを要求している。 

火災防護に係る審査基準（抜粋）

（参考） 

（３）難燃ケーブルについて

使用するケーブルについて，「火災により着火し難く，著

しい燃焼をせず，また，加熱源を除去した場合はその燃焼

部が広がらない性質」を有していることが，延焼性及び自

己消火性の実証試験により示されていること。

（実証試験の例）

・自己消火性の実証試験・・・ＵＬ垂直燃焼試験

・延焼性の実証試験・・・ＩＥＥＥ383 又はＩＥＥＥ1202

別紙 4 
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また，火災防護に係る審査基準「２．基本事項」の参考には，

火災防護に係る審査基準に記載されていないものについては，

ＪＥＡＣ4626－ 2010 及びＪＥＡＧ4607－ 2010 を参照するよう

要求されている。 

（参考）

 上記事項に記載されていないものについては，ＪＥＡＣ4626

－ 2010 及びＪＥＡＧ4607－ 2010 を参照すること。 

2. ＩＥＥＥ383 の適用年版

上記までのとおり，火災防護に係る審査基準に記載されてい

ないＩＥＥＥ383 については，以下に示すＪＥＡＣ4626－ 2010

より，ＩＥＥＥ383ｓｔｄ1974 を適用した。 

ＪＥＡＣ4626－ 2010（抜粋）

【解説２－１】「難燃性ケーブル」

難燃性ケーブルとは，米国電気電子工学学会（ＩＥＥＥ）

規格 383（ 1974 年版）（原子力発電所用ケーブル等の型式試

験）（国内ではＩＥＥＥ383 の国内版である電気学会技術報告

（Ⅱ部）第 139 号）の垂直トレイ試験に合格したものをいう。
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再処理施設におけるＩＥＥＥ383 垂直トレイ燃焼試験における 

残炎時間の取扱いについて

1. はじめに

難燃ケーブルは，延焼性を確認する垂直トレイ燃焼試験につ

いて規定されたＩＥＥＥ383 及び電気学会技術報告の中で，残

炎時間を参考に測定している。 

ここでは，ケーブルの残炎時間が試験の判定基準として使用

されておらず，試験の判定に影響を与えないことを示す。 

2. 規格の記載事項

 垂直トレイ燃焼試験における評価に関するＩＥＥＥ383 の

記載内容を以下に示す。 

ＩＥＥＥ383（抜粋）

2.5.5 Evaluation 

Cables which propagate the flame and burn the total height 

of the tray above the flame source fail the test. Cables

which self-extinguish when the flame source is removed or 

burn out pass the test. Cables which continue to burn after 

the flame source is shut off or burns out should be allowed 

to burn in order to determine the extent. 
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ＩＥＥＥ383（和訳）

2.5.5 評価

炎が広がり，バーナの上のトレイ全長が燃えるケーブルは不

合格である。 

バーナを外すと自己消火するケーブルは合格である。バーナ

消火後も燃え続ける，あるいは燃え尽きるケーブルは，延焼範

囲を決定するため，そのまま燃え続けさせるべきである。 

また，ＩＥＥＥ383 を基礎とした「電気学会技術報告（Ⅱ部）

第 139 号  原子力発電所用電線・ケーブルの環境試験方法ならび

に耐延焼性試験方法に関する推奨案」の垂直トレイ燃焼試験の判

定基準の記載事項は以下のとおりである。 

電気学会技術報告（Ⅱ部）第 139 号（抜粋）

3.7 判定

３回の試験のいずれかにおいても，ケーブルはバーナ消火後

自己消火し，かつケーブルのシースおよび絶縁体の最大損傷長

が１，８００ｍｍ未満である場合には，そのケーブルは合格す

る。 

ケーブルの延焼性を確認する試験では，以上のとおり残炎時間

は判定基準として記載されていない。
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再処理施設における火災感知器の型式ごとの特徴等について

1. はじめに

 再処理施設において安重機能を有する機器等および放射

性物質貯蔵等の機能を有する機器等が設置された火災区域

又は火災区画に設置する火災感知器について示す。 
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2. 火災感知器の型式ごとの特徴

第１表 火災感知器ごとの特徴

型 式 特徴 適用箇所

煙感知器

・感知器 内に煙を 取り込む ことで

感知

・炎が発 生する前 の発煙段 階から

の早期感 知が可能

【適用高 さ例】

 20m 以 下  

【設置範 囲例 ※ 】

75m2 又 は 150m2 あたり１ 個

適切な場 所

・大空間 （通路等 ）

・小空間 （室内）

不適切な 場所

・ガス， 蒸気が恒 常的に発 生す

る場所

・湿気， 結露が多 い場所

熱感知器

・感知器 周辺の雰 囲気温度 を感知

・炎が生 じ，感知 器周辺の 温度が

上昇した 場合に感 知

【適用高 さ例】

 ８ m 以 下  

【設置範 囲例 ※ 】

35～ 70m 2 あた り１ 個

適切な場 所

・小空間 （天井高 さ８ m 未 満）

不適切な 場所

・ガスが 多量に滞 留する場 所

・常時高 温な場所

・天井が 高いこと により火 災源

と感知器 の距離が 離れ，温 度

上昇が遅 い場所

炎感知器

・炎の紫 外線や赤 外線を感 知

・炎が生 じた時点 で感知

【適用高 さ例】

20m 以 上（公称 監視距離 内）

適切な場 所

・大空間 （広範囲 ）

・小空間

不適切な 場所

・構築物 が多く， 死角が多 い場
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所

・天井が 低く，監 視空間が 小さ

い場所

熱電対

[別紙１ ] 

・熱電対 周辺の雰 囲気温度 を測定

し，温度 上昇した 場合に感 知

・ -200℃ から使用 できるた め屋外

環境に適 応する（ 別紙３）

【適用高 さ例】

8m 以下 （熱アナ ログ式感 知器相

当）  

【設置範 囲例 ※ 】

35m2 あ たり１個

適切な場 所

・小空間 （天井高 さ８ m 未 満）

不適切な 場所

・ガスが 多量に滞 留する場 所

・常時高 温な場所

・火災源 からの距 離が離れ ，温

度上昇が 遅い場所

サーモ

カメラ

[別紙２ ] 

・炎の赤 外線を感 知

・炎（熱 ）が生じ た時点で 感知

・屋外で も使用可 能（別紙 ５）

適切な場 所

・大空間 （広範囲 ）

・小空間

不適切な 場所

・構築物 が多い場 所

・天井が 低く，監 視空間が 小さ

い場所

赤外線式

炎感知器

[別紙３ ] 

・炎の赤 外線（３ 波長）を 感知

・炎が生 じた時点 で感知

・屋外で も使用可 能（別紙 ４）

【適用高 さ例】

適切な場 所

・大空間 （広範囲 ）

・小空間

不適切な 場所
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（ 20m 以上） ・構築物 等が多く ，死角が 多い

場所

・天井が 低く，監 視空間が 小さ

い場所

光ファイ バ  

温度監視 装置

[別紙４ ] 

・光ファ イバケー ブル周辺 の雰囲

気温度を 測定し， 温度上昇 した

場合に感 知（別紙 １）

【適用高 さ例】

15m 以 下（熱ア ナログ式 （分布 ）

型感知器 相当とし た場合）  

適切な場 所

・小空間

・火 災源 の近傍（ 火災源直 上等） 

不適切な 場所

・火災源 からの距 離が離れ ，温

度上昇が 遅い場所

※ 消防法施行規則第 23 条で定める設置範囲
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3. 火災感知器の組合せ

第２表 火災感知器の組合せ

火災感知 器の設置 場所 火災感知 器の型式

屋

内

建屋内の 一般区域

「異なる 種類２種 類

の火災感 知器」の 設置

要求を満 足するた め，

火災感知 器を設置  

煙感知器  

（感度： 煙濃度 10％）

熱感知器  

（感度： 60℃～ 75℃ ）

火災時に 炎が生じ る前の発

煙段階か ら感知で きる煙感

知器を設 置（アナ ログ式）

火災時に 生じる熱 を感知で

きる熱感 知器を設 置（アナ

ログ式）

建屋内の 一般区域

（高所）  

「異なる 種類２種 類

の火災感 知器」の 設置

要求を満 足するた め，

火災感知 器を設置  

煙感知器  

（感度： 煙濃度 10％）

炎感知器  

（公称監 視距離最 大 60m 以

内）  

火 災 時 に 炎 が 生 じ る 前 の 発

煙 段 階 か ら 感 知 で き る 煙 感

知器を設 置（アナ ログ式）  

炎 か ら 発 生 す る 赤 外 線 の 波

長 を 感 知 す る 炎 感 知 器 を 設

置（非ア ナログ式 ）  

中央制御 室盤内

制御盤内 において ，異

なる系統 の安全機 能

を有する ケーブル の

火災の早 期消火活 動

を行うこ とを考慮

高感度煙 感知器（ 煙吸引式 ）

（感度： 煙濃度 0.1～ 0.5％ ）

吸 引 フ ァ ン に て 煙 感 知 器 内 部 に 気 流 を 取 り 込 む こ と で ，

火災時に 発生した 煙を早期 に捉え， 検知可能 とする。
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（非アナ ログ式）

重油タン ク室

（屋外埋 設）

万が一の 燃料気化 に

よる引火 性又は発 火

性の雰囲 気を形成 す

る可能性 を考慮  

防爆型赤 外線式炎 感知器  

（公称監 視距離最 大 60m 以

下）  

防爆型熱 電対  

（感度： 65℃）

防爆機能 を有する 火災感知

器として 炎から発 生する赤

外線の波 長を感知 する炎感

知器を設 置（非アナ ログ式） 

なお，炎 感知器（ 紫外線）

は太陽光 による誤 作動の頻

度が高い ため，設 置しない

防爆機能 を有する 火災感知

器として ，火災時 に生じる

熱を感知 できる熱 電対を設

置（アナ ログ式）  

一

般

共

同

溝

洞道部

煙感知器  

（感度： 煙濃度 10％）

光ファイ バ温度監 視装置

（感度： 温度 65℃）  

火災時に 炎が生じ る前の発

煙段階か ら感知で きる煙感

知器を設 置（アナ ログ式）

火災時に 生じる熱 を感知で

きる光フ ァイバ温 度監視装

置を設置 （アナロ グ式）  
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熱電対の仕様及び動作原理について

1. はじめに

再処理施設の屋外に設置されている地下埋設構造の重油タ

ンク室においては，重油タンク室が設置される屋外の環境条件

を考慮し，火災を早期感知するために熱電対を設置する。熱電

対の仕様及び動作原理を以下に示す。 

2. 熱電対の仕様

仕様 概要図

シース熱 電対

・使用温 度範囲

：－ 200～ ＋ 350℃

・端子部 形状： CN 形（端子 箱

形）

・ 素 子 数 ： シ ン グ ル エ レ メ ン

ト

・シース 材質： SUS316

熱 電 対 内 部

熱電対  

温度監視 装置

・モニタ リング温 度範囲

：－ 200～ 1300℃

・ 電 源 喪 失 時 は 蓄 電 池 か ら 給

電

別紙 1 
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監視表示 方法  

・温度測 定が 65℃ を超えた 場

合に警報 を発報す る  

・熱電対 設置区域 ごとに 1 分

刻みで温 度を表示 する   

熱電対  

設置位置  

監 視 対 象 物 近 傍 の 上 部 空 間 に

熱 電 対 を 設 置 し ， 火 災 の 早 期

感知を図 る。  

 

 

3. 温度測定の原理 

  (1) 温度測定の原理 

    熱膨張率又は熱伝導率の２つの異なる金属を繋げて両

方の接点に温度差を加えると，高温側から低温側へ熱誘導

が発生するのと同時に金属内部の自由電子も高温側から

低温側へ移動しており，高温側が正極（＋），低温側が負

極（－）に帯電する。 

    自由電子の移動が小さい金属及び自由電子の移動が大

きい金属を使用した場合，電圧が生じるため，電流が流れ

る。（ゼーベック効果） 

    したがって，電圧を測定することにより熱電対により温

度を測定することができる。（第１図） 
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サーモカメラの仕様及び動作原理について

1. はじめに

 再処理施設の屋外に設置する火災区域（区画）においては，

屋外の環境条件を考慮し，火災を早期感知するためにサーモカ

メラを設置する。サーモカメラの原理及び性能を以下に示す。 

2. サーモカメラの概要

サーモカメラは物体から発する赤外線の波長を温度信号と

して捕え，赤外線は温度が高くなるほど強くなる特徴を利用し，

強さを識別して温度マップとして画像に示すことにより，一定

の温度に達すると警報を発報する火災感知設備である。サーモ

カメラの外観と画像を第１図，第２図に示す。

第１図 サーモカメラの外観 第２図 サーモカメラの画像

3. 性能

 消防法認定感知器ではないが，「火災報知設備の感知器及び

発信機に係る技術上の規格を定める省令」の第 17 条の八（炎

感知器の公称距離の区分，感度及び視野角）に基づく試験を実

別紙 2 
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施し，感知器として充分な性能を満足していることを確認して

いる。 

4. サーモカメラの仕様

仕様 概要図

サーモカ メラ

・監視範 囲

：水平角 90°，垂直角 73°

・監視距 離： 60m

・測定温度範囲：－ 20～＋ 120℃

・適用温 度範囲： － 25～＋ 50℃

データー ロガー

装置  

・取得した赤外線 画面を処 理し，

温度デー タとして 取得する 。

・ 取 得 し た デ ー タ に 対 し 温 度 上

昇 警 報 ， 温 度 変 化 率 警 報 を 判

定し，警 報を発報 する

監視表示 方法

・ サ ー モ カ メ ラ の 監 視 範 囲 内 で

温度を測 定する

設置位置

監 視 対 象 物 に 対 し ， 監 視 漏 れ が

な い よ う 適 切 に 設 置 し ， 火 災 の

早期感知 を図る。  

5. 温度測定及び位置特定の原理

 (1) 温度測定の原理
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6. 位置特定の原理

物質から発する赤外線の波長を温度信号として捕え，赤外線

は温度が高くなるほど強くなる特徴を利用し，強さを識別して

温度マップとして画像に示すことにより，位置を特定できる。 

7．性能確認について

サーモカメラの性能については，「火災報知設備の感知器及

び発信機に係る技術上の規格を定める省令」の以下の要求事

項に対して適合することを，試験及び製品仕様から確認して

いる。 

第 17 条の 8 炎感知器の公称監視距離の区分，感度及び

視野角
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赤外線式炎感知器の仕様及び動作原理について

1. はじめに

 再処理施設の屋外においては，屋外の環境条件を考慮し，火

災を早期感知するために赤外線式炎感知器を設置する。赤外線

式炎感知器の仕様及び動作原理を以下に示す。 

2. 赤外線式感知器の仕様

仕様 概略図

赤外線式

炎感知器

・監視視 野角：水 平方向 90°，

垂直方向 90°

・ 検 出 波長 帯 域 ： 4.0μ ｍ ， 4.4

μｍ， 5.0μｍの 3 波長帯域

・炎のち らつき測 定範囲

： 1～ 10Hz

・監視距 離：屋外 最大 60ｍ

監視表示 方法

監 視 範 囲 は 最 大 60ｍ の た め 広

範囲を監 視できる 。  

赤外線式

炎感知器

設置位置

監 視 対 象物 に 対 し， 監 視 範囲 内

に か さ の検 知 に 影響 を 及 ぼす 死

角 が な いよ う 設 置し ， 火 災の 早

期感知を 図る。  

別紙 3 
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3. 炎測定及び位置特定の原理

 (1) 炎測定の原理

 炎から放射される赤外線エネルギには波長 4.4μ m 帯域

にピークを持つ分光特性があり，これを CO2 共鳴放射 ※ と

いう。CO2 共鳴放射は他の物体から放射される赤外線の相

対強度とは大きく異なり，周波数 1～15Hz でちらつく現象

（呼吸作用）によって常に放射量の変動を伴う。 

 したがって，赤外線エネルギの波長帯の強度及び比率を

計算し，CO2 共鳴放射及び周波数（ちらつき）を識別する

ことで，炎を測定することができる。（第１図） 

※ 炎を伴わない放射物体（温度が絶対零度を超える物体）

から放射される赤外線のスペクトル分布はプランクの

法則に従い，ピーク波長を境に両側になだらかに降下

するよう分布している。しかし，炎を伴う燃焼物体に

おいてはプランクの法則に従わず，変則的な分布をし

ている。この分布は燃焼により発生した赤外線が同じ

く燃焼により発生した高温 CO2 ガスに共鳴吸収され，再

度 4.4μ m の CO2 共鳴放射振動数の赤外線として放射さ

れる。
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光ファイバ温度監視装置の仕様及び動作原理について

1. はじめに

 再処理施設の洞道においては，洞道内の環境条件を考慮し，

火災を早期感知するために光ファイバ温度監視装置を設置す

る。光ファイバ温度監視装置の仕様及び動作原理を以下に示す。 

2. 光ファイバ温度監視装置の仕様

仕様 概要図

光ファイ バ

ケーブル

・外形被 覆材料： SUS（ 304）

（被覆材 ：ポリイ ミド被覆 ）

・光ファ イバ芯数 ：１芯

・ 測 定 温 度 範 囲 ： － 220～ ＋ 800℃

（ 使 用 す る 光 フ ァ イ バ に 依 存 す

る。）

・適用温 度範囲： － 20～＋ 70℃

光ファイ バ  

温度監視 装置

・モニタ リング温 度範囲

：－ 200～ 300℃

・光ファ イバ敷設 方向に対 して

1ｍごとの 分解能

・電源喪 失時は蓄 電池から 給電

監視表示 方法

・温度測 定値が 65℃を超え た場合

に警報を 発報する

・ケーブル設置区域 ごとに 2℃刻み

別紙 4 
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4. 性能確認について

 光ファイバ温度監視装置の性能については，「火災報知設備

の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令」の以

下の要求事項に対して適合することを，試験及び製品仕様か

ら確認している。 

第 13 条 差動式分布型感知器の感度 

第 14 条 定温式感知器の公称作動温度の区分及び感度 

第 15 条の 3 熱アナログ式スポット型感知器の公称作動

温度範囲，連続応答性及び感度
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高感度煙感知器の仕様及び動作原理について

1. はじめに

 再処理施設の制御室の制御盤のうち，最重要機能に係る制御

盤内においては，火災を早期感知するために高感度煙感知器を

設置する。高感度煙感知器の仕様及び動作原理を以下に示す。 

2. 高感度煙感知器の仕様

高感度煙感知器は，消防認定を受けた感知器ではないが，作

動感度を，一般区域の煙濃度 10％に対して 0.1～ 0.5％に設定

することで，高感度検知を可能とする。 

また，煙の濃度及び発生場所を特定することが可能であり，

火災防護審査基準の要求事項を満足することができる。 

3. 原理

火災受信盤に内蔵された吸引ファンにより，制御盤内で発生

した煙を感知器内部に取り込む。（第１図）感知器内部では，

発光素子の光が煙流入により散乱することで，煙を感知する。 

また，煙流入部となる感知器は，煙の取り込みに遅延が生じ

ないように，制御盤内の気流を考慮し，設置個数及び設置箇所

を決定する。

なお，詳細な型式及び設置方法は今後の詳細設計により決定

される。 

別紙 5 
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公称監視距離の区分及び感度 

第 17 条の 6 光電アナログ式分布型感知器の公称監視距

離の区分，公称感知濃度範囲，連続応答性

及び感度 
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再処理施設における火災を想定する

セル内の感知方法について

1. はじめに

再処理施設のセル内はコンクリート，金属等の不燃性材料

で造られており，着火源の排除，及び人が入れないことから

火災のおそれはないが，以下に示すセルについては，火災の

可能性が否定できない。 

しかしながら，セル内は高線量区域であり，消防法におけ

る火災感知器を設置することが出来ないことを受け，以下の

とおり火災の感知が可能な設計とする。 

2. セル内の火災感知方法 

(1) 有機溶媒を取り扱うセル

再処理施設の分離建屋及び精製建屋のセルに設置される

設備は，金属製の塔槽類及び配管であり，有機溶媒を内包

している。 

また，静電気の発生のおそれのある機器は，接地を施す

ことで火災の発生防止対策を講じるとともに，壁は 3 時間

の耐火能力を有する厚さの鉄筋コンクリートであり，延焼

の防止を図っている。 

火災の感知器については，セル内は高線量であり，消防

法に基づく火災感知器が使用することができないことから，

以下の設計とすることにより火災の感知を可能としている。 

第１表，第２表に対象となるセルを示す。
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放射性配管分岐第 1 セル ○ ○  

プルトニウム洗浄器セル ○ ○  

溶媒洗浄器セル ×※ ○

分離設備ガンマモニタセル ×※ ○

分配設備アルファモニタ第 2 セル ×※ ○

分配設備アルファモニタ第 3 セル ×※ ○

分配設備アルファモニタ第 1 セル ×※ ○

※当該セルに漏えい検知装置はないが，重力流により回収され，

移送先の漏えい検知装置により検知が可能。

第２表 精製建屋における火災感知対象セル

部屋番号 部屋名称 漏えい検知 熱電対

精製建屋一時貯留処理槽第 1 セル ○ ○  

プルトニウム精製塔セル ○ ○  

溶媒受槽セル ○ ○  

精製建屋一時貯留処理槽第 3 セル ○ ○  

廃液受槽セル ○ ○  

回収溶媒第 3 貯槽セル ○ ○  

溶媒供給槽セル ○ ○  

放射性配管分岐第 1 セル ○ ○  

放射性配管分岐第 1 セル ○ ○  

放射性配管分岐第 1 セル ○ ○  

再生溶媒受槽セル ○ ○  

溶媒貯槽第 1 セル ○ ○  

については、商業機密の観点から公開できません
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溶媒貯槽第 2 セル ○ ○  

プルトニウム洗浄器セル ×※ ○

ウラン逆抽出器セル ×※ ○

溶媒洗浄器第 1 セル ×※ ○

溶媒洗浄器第 2 セル ×※ ○

溶媒洗浄器第 3 セル ×※ ○

ウラン精製器セル ×※ ○

※当該セルに漏えい検知装置はないが，重力流により回収され，

移送先の漏えい検知装置により検知が可能。

第３表 熱電対及び漏えい検知器仕様

機器名 仕様

セル内温度計 シース型熱電対

漏えい検知器 パージ式

(2) 固化セル

再処理施設のガラス固化建屋の固化セル内に設置される

機器及び配管は，ステンレス鋼等の不燃性材料で構成され

ており，セル内に存在する可燃性物質は，クレーン類に使

用される潤滑油，グリス，及びケーブルである。 

そのうち，固化セル内のケーブルは保護回路を設けてお

り火災を防止する設計としているが，万一中央制御室から

操作・監視する設備に係るケーブルで火災が発生した場合

には制御室に異常警報が吹鳴し，感知が可能である。 

については、商業機密の観点から公開できません
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一方，それ以外のケーブル（現場遠隔操作用）について

も，現場制御盤に異常警報が吹鳴し，現場作業員による感

知が可能である。 

一方，セル内は高線量であり，消防法に基づく火災感知

器が使用することができないことから，以下の設計とする

ことにより固化セルクリーンの潤滑油火災に対する感知を

可能としている。 

 固化セルクレーンが熱源に近接する可能性のある時は

複数の ITV カメラで監視をしており，万一火災が発生し

ても感知が可能な設計としている。固化セル内の ITV

カメラの配置概要図を第２図に示す。

 固化セル内の壁付近には，周囲に渡りセル内温度計が設

置されており，大規模火災時には，火災の感知が可能で

ある。

第３表 固化セル仕様

対象セル名 ガラス固化建屋 固化セル

セル寸法 約 47m×23m×24m 

セル内設計温度 40℃（通常）／50℃（最高）

可燃物
潤滑油 約 600L／グリス 45kg 

ケーブル

主な可燃物内包機器
固化セルクレーン 

ガラス固化体取扱ジブクレーン 等
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代替火災感知手段 

固化セル温度計 

ITV カメラ視聴覚システム 

 

 

 

 

第４表 ITV カメラ仕様 

名称 ITV カメラ視聴覚システム 

型式 耐放射線性 ITV カメラ 

基数 

19 基（セル内監視） 

10 基（固化セルクレーン/クレーン収

納区域） 

4 基（解体場） 

仕

様 

耐放射線性 1×10
6
R 

最大倍率 6 倍  

雲台回転範囲 上下-45～ 60° 左右±120° 
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(3) 可燃物の取扱いがない又は少量の可燃物を取扱うセルに

ついて

 (1)項及び(2)項以外の安全上重要な施設が存在す

るセルについては別紙１に示すとおり，以下の理由に

より火災の発生するおそれがないことから火災感知設

備を設置しない。 

 可燃物の取扱いが無い。

 グリスを塗布する等の可燃物は機器設備の摺動

部に塗布されたもので少量であり，セル内では着

火源を排除していること，機器の運転条件等から

高温には至らず，火災が発生するおそれはない。 

 ポリエチレンがステンレスにより被覆されてお

り，環境条件を考慮しても火災が発生するおそれ

はない。

また,セル内に設置される安全上重要な施設は金属

等の不燃性材料で構成されており,万一の火災を想定

しても，火災による影響を受けるおそれは無い。 



 

 

令和元年 11 月 8 日 Ｒ1 
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添付資料５ 

別紙１ 





別
紙
１

建
屋
：

前
処
理

建
屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

N
O

x吸
収

塔
第

2
セ

ル

N
O

x吸
収

塔
第

2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

N
O

x吸
収

塔
第

2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
2

凝
縮

器
B

N
O

x吸
収

塔
B

よ
う

素
追

出
し

塔
B

廃
ガ

ス
冷

却
器

よ
う

素
追

出
し

塔
B

0
.0

-
-

計
量

・
調

整
槽

セ
ル

計
量

補
助

槽
デ

ミ
ス

タ
計

量
・
調

整
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

計
量

・
調

整
槽

計
量

補
助

槽

0
.0

-
-

放
射

性
配

管
分

岐
第

4
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

第
4
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
0
.0

-
-

計
量

後
中

間
貯

槽
セ

ル

計
量

後
中

間
貯

槽
ポ

ン
プ

A
計

量
後

中
間

貯
槽

ポ
ン

プ
B

計
量

後
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
計

量
後

中
間

貯
槽

0
.0

-
-

洗
浄

廃
液

受
槽

セ
ル

超
音

波
洗

浄
廃

液
受

槽
洗

浄
廃

液
受

槽
D

O
G

ダ
ン

パ
セ

ル
漏

え
い

液
検

知
ポ

ッ
ト

0
.0

-
-

可
燃
物
の
取
扱
い
が
な
い
又
は
少
量
の
可
燃
物
を
取
扱
う

セ
ル
に
つ
い
て

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器
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については、商業機密の観点から公開できません
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が
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安
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上
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放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル

放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
2

放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
3

放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
4

放
射

性
配

管
分

岐
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
5

中
間

ポ
ッ

ト
A

エ
ア

リ
フ

ト
デ

ミ
ス

タ
溶

解
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
溶

解
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
第

1
よ

う
素

追
出

し
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
第

1
よ

う
素

追
出

し
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
中

間
ポ

ッ
ト

A
堰

付
サ

イ
ホ

ン
分

離
ポ

ッ
ト

漏
え

い
液

受
皿

中
間

ポ
ッ

ト
1
A

漏
え

い
液

受
皿

中
間

ポ
ッ

ト
2
A

漏
え

い
液

受
皿

中
間

ポ
ッ

ト
3
A

中
間

ポ
ッ

ト
B

エ
ア

リ
フ

ト
デ

ミ
ス

タ
溶

解
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
溶

解
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
第

1
よ

う
素

追
出

し
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
第

1
よ

う
素

追
出

し
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
A

分
離

ポ
ッ

ト
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
中

間
ポ

ッ
ト

B
堰

付
サ

イ
ホ

ン
分

離
ポ

ッ
ト

漏
え

い
液

受
皿

中
間

ポ
ッ

ト
B

リ
サ

イ
ク

ル
槽

A
デ

ミ
ス

タ
中

継
槽

A
ゲ

デ
オ

ン
A

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

ポ
ッ

ト
パ

ッ
セ

ー
ジ

ポ
ッ

ト
A

リ
サ

イ
ク

ル
槽

B
デ

ミ
ス

タ
中

継
槽

B
ゲ

デ
オ

ン
A

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

ポ
ッ

ト
パ

ッ
セ

ー
ジ

ポ
ッ

ト
B

計
量

前
中

間
貯

槽
A

デ
ミ

ス
タ

計
量

前
中

間
貯

槽
B

デ
ミ

ス
タ

計
量

後
中

間
貯

槽
デ

ミ
ス

タ
計

量
・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

1
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

2
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

3
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

4
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

5
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

6
A

分
離

ポ
ッ

ト
計

量
・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

6
B

分
離

ポ
ッ

ト
計

量
・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

1
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

2
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

3
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

4
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

5
分

離
ポ

ッ
ト

計
量

・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

6
A

分
離

ポ
ッ

ト
計

量
・
調

整
槽

サ
イ

ホ
ン

6
B

分
離

ポ
ッ

ト

0
.0

-
-
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については、商業機密の観点から公開できません
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N
O

x吸
収

塔
第

1
セ

ル

凝
縮

器
デ

ミ
ス

タ
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
凝

縮
器

A
N

O
x吸

収
塔

A
よ

う
素

追
出

し
塔

A
廃

ガ
ス

冷
却

器
よ

う
素

追
出

し
塔

A

0
.0

-
-

清
澄

機
A

セ
ル

清
澄

機
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

リ
サ

イ
ク

ル
槽

A
不

溶
解

残
渣

回
収

槽
A

計
量

前
中

間
貯

槽
A

清
澄

機
A

不
溶

解
残

渣
回

収
槽

A
ポ

ン
プ

1
不

溶
解

残
渣

回
収

槽
A

ポ
ン

プ
2

パ
ル

バ
ラ

イ
ザ

ー
A

計
量

前
中

間
貯

槽
A

ポ
ン

プ
1

計
量

前
中

間
貯

槽
A

ポ
ン

プ
2
A

計
量

前
中

間
貯

槽
A

ポ
ン

プ
2
B

計
量

前
中

間
貯

槽
A

ポ
ン

プ
3

0
.0

-
-

清
澄

機
B

セ
ル

清
澄

機
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

リ
サ

イ
ク

ル
槽

B
不

溶
解

残
渣

回
収

槽
B

計
量

前
中

間
貯

槽
B

清
澄

機
B

不
溶

解
残

渣
回

収
槽

B
ポ

ン
プ

1
不

溶
解

残
渣

回
収

槽
B

ポ
ン

プ
2

パ
ル

バ
ラ

イ
ザ

ー
B

計
量

前
中

間
貯

槽
B

ポ
ン

プ
1

計
量

前
中

間
貯

槽
B

ポ
ン

プ
2
A

計
量

前
中

間
貯

槽
B

ポ
ン

プ
2
B

計
量

前
中

間
貯

槽
B

ポ
ン

プ
3

0
.0

-
-

サ
ン

プ
リ

ン
グ

配
管

セ
ル

サ
ン

プ
リ

ン
グ

配
管

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

0
.0

-
-

D
O

G
ダ

ン
パ

セ
ル

D
O

G
ダ

ン
パ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

D
O

G
切

替
ダ

ン
パ

ス
ラ

ブ
部

0
.0

-
-

放
射

性
配

管
分

岐
第

3
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

第
3
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
0
.0

-
-

中
継

槽
A

セ
ル

中
継

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

中
継

槽
A

中
継

槽
A

ゲ
デ

オ
ン

A
中

継
槽

A
ゲ

デ
オ

ン
B

0
.0

-
-
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については、商業機密の観点から公開できません
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中
継

槽
B

セ
ル

中
継

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

中
継

槽
B

中
継

槽
B

ゲ
デ

オ
ン

A
中

継
槽

B
ゲ

デ
オ

ン
B

0
.0

-
-

溶
解

槽
A

セ
ル

溶
解

槽
A

第
1
よ

う
素

追
出

し
槽

A
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

A
溶

解
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

溶
解

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

3
溶

解
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
5

中
間

ポ
ッ

ト
A

中
間

ポ
ッ

ト
A

エ
ア

リ
フ

ト
分

離
ポ

ッ
ト

溶
解

槽
A

セ
ル

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

1
溶

解
槽

A
燃

料
せ

ん
断

片
シ

ュ
ー

ト
シ

フ
タ

ー
A

溶
解

槽
A

デ
ミ

ス
タ

0
.5

グ
リ

ー
ス

可
燃

物
は

機
器

設
備

の
摺

動
部

に
塗

布
さ

れ
た

の
も

で
少

量
で

あ
り

、
セ

ル
内

で
は

着
火

源
を

排
除

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。

溶
解

槽
B

セ
ル

溶
解

槽
B

第
1
よ

う
素

追
出

し
槽

B
第

2
よ

う
素

追
出

し
槽

B
溶

解
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

溶
解

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

3
溶

解
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
5

中
間

ポ
ッ

ト
B

中
間

ポ
ッ

ト
B

エ
ア

リ
フ

ト
分

離
ポ

ッ
ト

溶
解

槽
B

セ
ル

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

1
溶

解
槽

B
燃

料
せ

ん
断

片
シ

ュ
ー

ト
シ

フ
タ

ー
B

溶
解

槽
B

デ
ミ

ス
タ

0
.5

グ
リ

ー
ス

可
燃

物
は

機
器

設
備

の
摺

動
部

に
塗

布
さ

れ
た

の
も

で
少

量
で

あ
り

、
セ

ル
内

で
は

着
火

源
を

排
除

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。

せ
ん

断
処

理
・
溶

解
廃

ガ
ス

処
理

第
1
セ

ル

ミ
ス

ト
フ

ィ
ル

タ
A

1
ミ

ス
ト

フ
ィ

ル
タ

A
2

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

A
1

第
1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

A
2

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

A
1

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

A
2

第
2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
廃

ガ
ス

加
熱

器
A

0
.0

-
-
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

せ
ん

断
処

理
・
溶

解
廃

ガ
ス

処
理

第
2
セ

ル

ミ
ス

ト
フ

ィ
ル

タ
B

1
ミ

ス
ト

フ
ィ

ル
タ

B
2

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

B
1

第
1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

B
2

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

B
1

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

B
2

第
2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
廃

ガ
ス

加
熱

器
B

0
.0

-
-

せ
ん

断
処

理
・
溶

解
廃

ガ
ス

処
理

第
3
セ

ル

ミ
ス

ト
フ

ィ
ル

タ
C

1
ミ

ス
ト

フ
ィ

ル
タ

C
2

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

C
1

第
1
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

C
2

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

C
1

第
2
よ

う
素

フ
ィ

ル
タ

C
2

第
2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
廃

ガ
ス

加
熱

器
C

0
.0

-
-

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

セ
ル

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D

0
.0

-
-

せ
ん

断
機

・
溶

解
槽

A
保

守
セ

ル
シ

フ
タ

ー
A

0
.5

グ
リ

ー
ス

可
燃

物
は

機
器

設
備

の
摺

動
部

に
塗

布
さ

れ
た

の
も

で
少

量
で

あ
り

、
セ

ル
内

で
は

着
火

源
を

排
除

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。

せ
ん

断
機

・
溶

解
槽

B
保

守
セ

ル
シ

フ
タ

ー
B

0
.5

グ
リ

ー
ス

可
燃

物
は

機
器

設
備

の
摺

動
部

に
塗

布
さ

れ
た

の
も

で
少

量
で

あ
り

、
セ

ル
内

で
は

着
火

源
を

排
除

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。

溶
解

槽
セ

ル
B

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

第
2
セ

ル

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
B

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

A
せ

ん
断

機
･溶

解
槽

B
保

守
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
B

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
B

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

C
せ

ん
断

機
･溶

解
槽

B
保

守
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
D

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
B

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

E

0
.0

-
-
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

溶
解

槽
セ

ル
B

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

第
3
セ

ル

溶
解

槽
B

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

Ａ
溶

解
槽

B
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
B

溶
解

槽
B

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

C
溶

解
槽

B
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
D

溶
解

槽
B

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

E

0
.0

-
-

溶
解

槽
セ

ル
A

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

第
2
セ

ル

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
A

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

A
せ

ん
断

機
･溶

解
槽

A
保

守
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
B

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
A

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

C
せ

ん
断

機
･溶

解
槽

A
保

守
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
D

せ
ん

断
機

･溶
解

槽
A

保
守

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

E

0
.0

-
-

溶
解

槽
セ

ル
A

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

第
3
セ

ル

溶
解

槽
A

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

Ａ
溶

解
槽

A
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
B

溶
解

槽
A

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

C
溶

解
槽

A
セ

ル
排

気
前

置
フ

ィ
ル

タ
D

溶
解

槽
A

セ
ル

排
気

前
置

フ
ィ

ル
タ

E

0
.0

-
-

補2－3－添5－別1－6

については、商業機密の観点から公開できません



建
屋

：
分

離
建

屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

2
セ

ル

第
3
一

時
貯

留
処

理
槽

デ
ミ

ス
タ

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
第

3
一

時
貯

留
処

理
槽

第
4
一

時
貯

留
処

理
槽

0
.0

4
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

セ
ル

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

ポ
ン

プ
A

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

ポ
ン

プ
B

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

2
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

0
.0

6
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

抽
出

廃
液

受
槽

セ
ル

抽
出

廃
液

受
槽

デ
ミ

ス
タ

抽
出

廃
液

受
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

抽
出

廃
液

受
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

受
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
B

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

抽
出

廃
液

受
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

0
.1

0
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

抽
出

廃
液

供
給

槽
セ

ル

抽
出

廃
液

供
給

槽
A

デ
ミ

ス
タ

抽
出

廃
液

供
給

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
抽

出
廃

液
供

給
槽

A
抽

出
廃

液
供

給
槽

B
抽

出
廃

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
B

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

抽
出

廃
液

供
給

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

A
シ

ー
ル

ポ
ッ

ト

0
.0

3
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

溶
解

液
中

間
貯

槽
セ

ル

溶
解

液
中

間
貯

槽
ポ

ン
プ

A
溶

解
液

中
間

貯
槽

ポ
ン

プ
B

溶
解

液
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
3

溶
解

液
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

溶
解

液
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
2

溶
解

液
中

間
貯

槽

0
.0

4
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

放
射

性
配

管
分

岐
第

2
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
2

第
4
一

時
貯

留
処

理
槽

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
F
ブ

レ
イ

ク
ポ

ッ
ト

第
6
一

時
貯

留
処

理
槽

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
D

ブ
レ

イ
ク

ポ
ッ

ト
0

-
-

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
セ

ル

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

A
供

給
ポ

ッ
ト

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

A
デ

ミ
ス

タ
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

B
供

給
ポ

ッ
ト

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

B
デ

ミ
ス

タ

0
-

-

塔
槽

類
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
セ

ル
凝

縮
器

デ
ミ

ス
タ

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

0
-

-

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

分
配

器
セ

ル

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

分
配

器
A

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

分
配

器
B

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

分
配

器
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
排

ガ
ス

槽
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

B

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
連

絡
用

放
射

性
配

管
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

0
-

-

溶
解

液
供

給
槽

セ
ル

溶
解

液
供

給
槽

デ
ミ

ス
タ

溶
解

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

溶
解

液
供

給
槽

0
.1

4
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ス

テ
ン

レ
ス

に
被

覆
さ

れ
た

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

は
、

環
境

条
件

を
考

慮
し

て
も

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

分
離

設
備

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
モ

ニ
タ

セ
ル

第
2
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
モ

ニ
タ

計
測

ポ
ッ

ト
0

-
-

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
第

1
セ

ル

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

A
供

給
液

脈
動

整
定

ポ
ッ

ト
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
A

供
給

液
脈

動
整

定
ポ

ッ
ト

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

B
供

給
液

脈
動

整
定

ポ
ッ

ト
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
B

供
給

液
脈

動
整

定
ポ

ッ
ト

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

A
濃

縮
廃

液
抜

出
ポ

ッ
ト

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

A
濃

縮
廃

液
抜

出
ポ

ッ
ト

B
攪

拌
蒸

気
ポ

ッ
ト

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

B
濃

縮
廃

液
抜

出
ポ

ッ
ト

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

B
濃

縮
廃

液
抜

出
ポ

ッ
ト

B

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
第

2
セ

ル
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
攪

拌
蒸

気
ポ

ッ
ト

B
0

-
-

補2－3－添5－別1－8

については、商業機密の観点から公開できません



部
屋

番
号

部
屋

名
称

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

セ
ル

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

E
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

E
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

E
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

D
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

E

0
-

-

減
衰

器
セ

ル

第
1
エ

ジ
ェ

ク
タ

凝
縮

器
第

2
エ

ジ
ェ

ク
タ

凝
縮

器
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

凝
縮

器
デ

ミ
ス

タ
第

2
エ

ジ
ェ

ク
タ

凝
縮

器
デ

ミ
ス

タ
減

衰
器

（
）

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
凝

縮
器

第
1
セ

ル
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

凝
縮

器
A

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
凝

縮
器

第
2
セ

ル
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

凝
縮

器
B

0
-

-
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建
屋

：
精

製
建

屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

2
セ

ル
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
第

7
一

時
貯

留
処

理
槽

0
-

-

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

セ
ル

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

抽
出

廃
液

受
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
セ

ル

希
釈

槽
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

デ
ミ

ス
タ

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

セ
ル

ア
ク

テ
ィ

ブ
ト

レ
ン

チ
漏

え
い

液
サ

ン
プ

リ
ン

グ
ポ

ッ
ト

3
ア

ク
テ

ィ
ブ

ト
レ

ン
チ

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

3
リ

サ
イ

ク
ル

槽
エ

ア
リ

フ
ト

ポ
ン

プ
分

離
ポ

ッ
ト

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

デ
ミ

ス
タ

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
デ

ミ
ス

タ
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

0
-

-

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
セ

ル
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
0

-
-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

セ
ル

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
セ

ル

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

リ
サ

イ
ク

ル
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
漏

え
い

検
知

ポ
ッ

ト
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
漏

え
い

液
受

皿
漏

え
い

検
知

ポ
ッ

ト

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

系
塔

槽
類

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

セ
ル

凝
縮

器
N

O
x廃

ガ
ス

洗
浄

塔
デ

ミ
ス

タ
デ

ミ
ス

タ
N

O
x廃

ガ
ス

洗
浄

塔
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
系

塔
槽

類
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿

0
-

-

放
射

性
配

管
分

岐
第

2
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

放
射

性
配

管
分

岐
第

2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
2

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

セ
ル

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

0
-

-

油
水

分
離

槽
セ

ル
油

水
分

離
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

油
水

分
離

槽
0

-
-
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
セ

ル

凝
縮

器
凝

縮
液

冷
却

器
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

サ
イ

ホ
ン

A
分

離
ポ

ッ
ト

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
サ

イ
ホ

ン
B

分
離

ポ
ッ

ト
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

サ
イ

ホ
ン

A
プ

ラ
イ

ミ
ン

グ
ポ

ッ
ト

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
サ

イ
ホ

ン
B

プ
ラ

イ
ミ

ン
グ

ポ
ッ

ト
凝

縮
液

中
間

ポ
ッ

ト
凝

縮
液

冷
却

器
サ

ン
プ

リ
ン

グ
ポ

ッ
ト

0
-

-

凝
縮

液
受

槽
セ

ル
凝

縮
液

受
槽

A
凝

縮
液

受
槽

B
0

-
-

ア
ル

フ
ァ

モ
ニ

タ
Ｉセ

ル
ア

ル
フ

ァ
モ

ニ
タ

I計
測

ポ
ッ

ト
0
.3

有
機

溶
媒

セ
ル

内
の

主
要

な
機

器
及

び
配

管
は

，
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
等

の
不

燃
性

材
料

構
成

さ
れ

て
お

り
，

当
該

セ
ル

に
は

機
器

及
び

配
管

に
内

包
さ

れ
た

有
機

溶
媒

以
外

の
可

燃
物

は
存

在
し

な
い

。
主

要
な

機
器

及
び

配
管

等
は

，
溶

接
構

造
等

に
よ

り
漏

え
い

し
難

い
構

造
と

し
て

い
る

。
万

一
、

漏
え

い
し

た
場

合
で

も
セ

ル
内

に
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

製
の

漏
え

い
液

受
皿

を
設

置
し

、
漏

え
い

し
た

溶
媒

は
，

自
重

に
よ

り
他

セ
ル

に
設

置
さ

れ
る

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

（
）
か

ら
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

（
）
へ

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。
ま

た
、

漏
え

い
液

受
皿

に
漏

え
い

液
が

付
着

し
て

も
、

微
量

で
あ

る
こ

と
，

及
び

換
気

設
備

に
よ

り
除

熱
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
崩

壊
熱

に
よ

り
自

己
加

熱
し

、
発

火
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

補2－3－添5－別1－12

については、商業機密の観点から公開できません



部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

ア
ル

フ
ァ

モ
ニ

タ
B

セ
ル

ア
ル

フ
ァ

モ
ニ

タ
B

計
測

ポ
ッ

ト
0

-
-

ア
ル

フ
ァ

モ
ニ

タ
Ｃ

セ
ル

ア
ル

フ
ァ

モ
ニ

タ
C

計
測

ポ
ッ

ト
ア

ル
フ

ァ
モ

ニ
タ

E
計

測
ポ

ッ
ト

0
.5

有
機

溶
媒

セ
ル

内
の

主
要

な
機

器
及

び
配

管
は

，
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
等

の
不

燃
性

材
料

構
成

さ
れ

て
お

り
，

当
該

セ
ル

に
は

機
器

及
び

配
管

に
内

包
さ

れ
た

有
機

溶
媒

以
外

の
可

燃
物

は
存

在
し

な
い

。
主

要
な

機
器

及
び

配
管

等
は

，
溶

接
構

造
等

に
よ

り
漏

え
い

し
難

い
構

造
と

し
て

い
る

。
万

一
、

漏
え

い
し

た
場

合
で

も
セ

ル
内

に
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

製
の

漏
え

い
液

受
皿

を
設

置
し

、
漏

え
い

し
た

溶
媒

は
，

自
重

に
よ

り
他

セ
ル

に
設

置
さ

れ
る

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

（
）
か

ら
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

（
）
へ

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
は

な
い

。
ま

た
、

漏
え

い
液

受
皿

に
漏

え
い

液
が

付
着

し
て

も
、

微
量

で
あ

る
こ

と
，

及
び

換
気

設
備

に
よ

り
除

熱
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
崩

壊
熱

に
よ

り
自

己
加

熱
し

、
発

火
す

る
お

そ
れ

は
な

い
。

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

系
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
第

1
セ

ル

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C

0
-

-

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

系
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
第

2
セ

ル

第
1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

1
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

A
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

B
第

2
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

C

0
-

-
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建
屋

：
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

凝
縮

廃
液

受
槽

A
セ

ル
凝

縮
廃

液
受

槽
A

0
-

-

凝
縮

廃
液

受
槽

B
セ

ル
凝

縮
廃

液
受

槽
B

0
-

-

一
時

貯
槽

セ
ル

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

一
時

貯
槽

0
-

-

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

0
-

-

混
合

槽
A

セ
ル

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

混
合

槽
A

0
-

-

混
合

槽
B

セ
ル

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

混
合

槽
B

0
-

-

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器
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建
屋

：
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

建
屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

地
下

4
階

第
1
貯

蔵
室

貯
蔵

ホ
ー

ル
A

0
-

-

地
下

4
階

第
2
貯

蔵
室

貯
蔵

ホ
ー

ル
B

0
-

-

地
下

2
階

第
1
貯

蔵
室

貯
蔵

ホ
ー

ル
C

0
-

-

地
下

2
階

第
2
貯

蔵
室

貯
蔵

ホ
ー

ル
D

0
-

-

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器
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建
屋

：
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

部
屋

番
号

部
屋

名
称

不
溶

解
残

渣
廃

液
一

時
貯

槽
セ

ル

不
溶

解
残

渣
廃

液
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1
,2

不
溶

解
残

渣
廃

液
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
1

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

,B
第

1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

追
設

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

1
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

追
設

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

2
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ

0
-

-

不
溶

解
残

渣
廃

液
貯

蔵
槽

1
セ

ル

不
溶

解
残

渣
廃

液
貯

槽
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

A
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

B
第

1
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
1
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

0
-

-

不
溶

解
残

渣
廃

液
貯

槽
第

2
セ

ル

不
溶

解
残

渣
廃

液
貯

槽
第

2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

A
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

B
第

2
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

第
2
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

セ
ル

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
第

2
シ

ー
ル

ポ
ッ

ト
不

溶
解

残
渣

廃
液

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

1
シ

ー
ル

ポ
ッ

ト
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

1
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
1
B

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

移
送

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

0
-

-

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

(し
ゃ

へ
い

安
重

を
除

く
)
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

(し
ゃ

へ
い

安
重

を
除

く
)

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
2
セ

ル

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
第

2
ｾ

ﾙ
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

Ａ
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
第

2
ｾ

ﾙ
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

B
第

2
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
第

1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
第

1
シ

ー
ル

ポ
ッ

ト

0
-

-

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
1
セ

ル

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
第

1
ｾ

ﾙ
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

1
A

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
1
ｾ

ﾙ
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

1
B

第
1
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽

0
-

-

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

セ
ル

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

ｾ
ﾙ

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
A

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

ｾ
ﾙ

漏
え

い
液

受
皿

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
B

第
1
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
第

2
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽

0
-

-

ア
ル

カ
リ

濃
縮

廃
液

中
和

槽
セ

ル
ア

ル
カ

リ
濃

縮
廃

液
中

和
槽

凝
縮

器
0

-
-

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
第

1
セ

ル

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
A

凝
縮

器
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

A
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

１
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

A
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

2
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
A

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
2
B

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
A

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
3
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
A

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
3
B

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
A

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
4

0
-

-

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
第

2
セ

ル

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
B

凝
縮

器
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

A
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

第
2
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

B
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

B
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

１
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

B
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

2
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
B

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
2
B

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
B

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
3
A

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
B

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
3
B

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
B

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
4

0
-

-

貯
蔵

区
域

通
風

管
収

納
管

0
-

-

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

第
1
セ

ル
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
廃

ガ
ス

処
理

系
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
0

-
-

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

第
2
セ

ル
不

溶
解

残
渣

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
 洗

浄
塔

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

0
-

-
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部
屋

番
号

部
屋

名
称

等
価

時
間

(h
)

可
燃

物
名

火
災

が
発

生
し

な
い

理
由

部
屋

情
報

安
全

上
重

要
な

機
器

(し
ゃ

へ
い

安
重

を
除

く
)

放
射

性
配

管
分

岐
セ

ル
放

射
性

配
管

分
岐

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

1
～

4
0

-
-

分
配

器
セ

ル
第

1
,2

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

分
配

器
分

配
器

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

0
-

-

供
給

槽
第

1
セ

ル

供
給

液
槽

A
凝

縮
器

供
給

槽
A

気
液

分
離

器
A

,B
供

給
槽

第
1
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
供

給
液

槽
A

供
給

液
槽

A
ス

チ
ー

ム
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

供
給

槽
A

供
給

槽
A

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ

0
-

-

供
給

槽
第

2
セ

ル

供
給

液
槽

B
凝
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については、商業機密の観点から公開できません
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再処理施設における内部火災影響評価について

1．概要

各火災区域又は火災区画における安全上重要な施設への影響

軽減対策について「原子力発電所の内部火災影響評価ガイド」

（平成25年６月19日 原規技発第130 6 1 9 1 4号 原子力規制委

員会決定）（以下「評価ガイド」という。）を参考に，再処理

施設内における火災が発生した場合においても多重化された安

全上重要な施設の安全機能（以下「再処理施設の安全機能」と

いう。）を損なわないことを確認する。 

2．内部火災影響評価手順の概要

「原子力発電所の内部火災影響評価ガイド」を参照して実施

した再処理施設の内部火災影響評価の手順の概要(第1図)を示

す。（添付資料２） 

2 . 1  火災区域（区画）の設定

火災区域は，安全上重要な機器等が設置されている建屋内

に設備の設置状況を考慮し，火災区域を設定する。（添付資

料３） 

2 . 2  火災区域（区画）特性表の作成

火災区域／区画ごとに設置される機器，消火設備等の火災

影響評価に必要となる基礎情報を収集し，火災区域（区画）
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特性表を作成する。（添付資料４） 

 

2 . 3  火災影響評価 

火災影響評価の具体的方法を以下に示す。 

なお，運転段階における火災影響評価は火災区域（区画）

内の火災荷重の増加により，火災荷重から求める等価時間が

火災区域（区画）を構成する耐火壁（防火戸，防火ダンパ及

び耐火シール）の耐火時間より大きくなる場合や，設備改造

により火災影響評価対象設備を設置する火災区域（区画）が

変更となる場合には，再評価を実施する。 

火災影響評価の評価方法及び再評価については，火災防護

計画に定め管理する。 

 

2 . 4  火災伝播評価 

当該火災区域（区画）に火災を想定した場合に，隣接火災

区域（区画）への影響の有無を確認する。 

 

2 . 5  隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

を選定するための火災伝播評価 

火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，構成

する耐火壁の耐火時間以下の場合は，火災区域（区画）にお

いて火災が発生しても，隣接火災区域（区画）に影響を与え

る可能性はないことから，当該火災区域（区画）は，隣接火

災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）として選

定する。 
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2 . 6  隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）

を選定するための火災伝播評価

火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，構成

する耐火壁の耐火時間を超える場合は，火災区域（区画）に

おいて火災が発生すると，隣接火災区域（区画）に影響を与

える可能性があることから，当該火災区域（区画）は，隣接

火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）として選

定する。 
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第１図 内部火災影響評価の手順概要フロー
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3 .  火災区域（区画）特性表の作成

火災影響評価を実施するにあたり，火災区域／区画ごとに

設置される機器，消火設備等の火災影響評価に必要となる基

礎情報を収集し，火災区域（区画）特性表として以下の情報

を整理し，特性表を作成する。特性表のサンプルを添付資料

４に示す。 

① 火災区域（区画）の説明

② 火災区域（区画）の火災シナリオの説明

③ 火災区域（区画）にある火災源（可燃性物質量）

④ 火災区域（区画）にある防火設備

⑤ 火災影響を受ける安全上重要な設備

⑥ 火災区域（区画）に隣接する火災区域（区画）と火災伝

播経路

⑦ 火災区域（区画）にある火災源機器数

3.1 火災区域（区画）の説明

設定した火災区域に対して，以下の情報を調査し，火災区

域特性表に記載する。 

(1 )建屋名 

(2 )火災区域番号 

(3)火災区画番号（部屋番号）

(4)火災区域(区画)名称 

(5 )床面積 
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3 . 2  火災区域（区画）の火災シナリオの説明 

火災区域（区画）について，火災シナリオを記載する。記

載内容を以下に示す。 

・火災区域（区画）の部屋番号，建屋名称 

・本区域（区画）の火災源となる機器の種類 

・本区域（区画）の全ての想定火災（上記で火災源とな

るもの），火災影響を受ける安全上重要な施設の設置

の有無，安全機能喪失の有無，多重化された安全上重

要な施設の両系統喪失の有無 

 

3. 3  火災区域（区画）にある火災源（可燃性物質量） 

火災区域（区画）に存在する火災源（可燃性物質）として，

部屋の総発熱量，火災荷重および等価時間を記載する。（添

付資料５） 

 

3. 4  火災区域（区画）にある防火設備 

火災区域（区画）に設置される防火設備について，以下を

記載する。 

・火災の感知手段 

・主要な消火設備 

・消火方法 

・消火設備のバックアップ 

・その他感知手段 
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3 . 5  火災影響を受ける安全上重要な設備

火災区域（区画）に設置される火災影響を受ける安全上重

要な設備を記載する。 

3 . 6  火災区域（区画）に隣接する火災区域（区画）と火災伝播

経路

当該火災区域（区画）内と隣接する火災区画番号，火災伝

播経路の有無，等価時間，耐火時間及び火災伝播の可能性を

記載する。 

3 . 7  火災区域（区画）にある火災源機器数

火災区域（区画）内にある火災源機器の機器数を記載する。

4. 火災伝播評価対象の選定（スクリーニング）

火災区域内の全ての可燃性物質の発火及び全ての機器の機能

喪失を想定しても，安全上重要な施設の安全機能に影響しない

火災区域を予め摘出する。 

スクリーニングは以下の流れで実施する。(第2図)

(1 )ステップ１ 隣接区域への火災伝播の可能性評価

当該火災区域（区画）の火災影響評価を実施する前に，

隣接火災区域（区画）への火災伝播の有無（等価時間と

耐火時間の関係）を確認する。

(2)ステップ２ 

① 隣接火災区域に影響を与えない火災区域に対する影響

評価
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火災により当該火災区域（区画）内に設置される全機

器の機能喪失を想定した場合，多重化又は多様化された

安全上重要な施設（評価対象）の機能が喪失するおそれ

が無い場合は，当該区域（区画）をスクリーンアウトす

る。 

② 隣接火災区域に影響を与える火災区域に対する影 響

評価

当該火災区域（区画）区画内および隣接火災区域（区

画）内に設置される全機器の機能喪失を想定した場合，

多重化又は多様化された安全上重要な施設（評価対象）

の機能が喪失するおそれが無い場合は，当該区域（区画）

をスクリーンアウトする。 

第2図 スクリーニングの手順
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5 .火災伝播評価 

当該火災区域（区画）に火災を想定した場合に，隣接火災区

域（区画）へ影響を与えるか否かを評価する。（第3図） 

 

5 . 1  隣接火災区域との境界の開口の確認 

隣接火災区域との境界の障壁に開口がない場合は，火災

が直接，隣接火災区域に影響を与える可能性はないことか

ら，隣接火災区域との境界の障壁について開口の有無を確

認し，隣接火災区域への火災伝播の可能性を確認する。 

 

5 . 2  等価時間と障壁の耐火性能の確認 

当該火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，

構成する耐火壁の耐火時間以下の場合は，火災区域（区画）

において火災が発生しても，隣接火災区域（区画）に影響

を与える可能性はないことから，火災区域(区画)の等価時

間と構成する障壁の耐火能力を比較し，隣接火災区域への

火災伝播の可能性を確認する。 
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第 3図 火災伝播評価手順の概要フロー

NO

火災区域（区画）の火災伝播評
価 スタート

開口部が無いか？
かつ,等価時間≦
耐火時間か？

隣接火災区域（区画）に影響を
与えない火災区域（区画）

隣接火災区域（区画）に影響を
与える火災区域（区画）

YES
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6 .火災区域(区画)に対する火災影響評価

5.項に示す火災伝播評価によって選定された隣接火災区域

（区画）に影響を与えない火災区域（区画）及び隣接火災区域

（区画）に影響を与える火災区域（区画）に対する火災影響評

価の方法を以下に示す。 

6 . 1 隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

の火災影響評価

隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

のうち，当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的

機能喪失を想定しても，多重化された安全上重要な施設が同

時に機能を喪失しない場合は，再処理施設の安全機能に影響

を与えないことを確認する。 

また,当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的

機能喪失を想定し，再処理施設の安全機能に影響を与える場

合においては，火災区域（区画）の最重要設備に対する系統

分離等の火災防護対策及びその他安全上重要な施設への火災

力学ツール（以下「ＦＤＴＳ」という。）を用いた火災影響

評価を実施し，安全上重要な施設が同時に機能を喪失しない

ことを確認することで，再処理施設の安全機能に影響を与え

ないことを確認する。 

当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的機能喪

失を想定した場合に，安全上重要な施設が同時に機能を喪失
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するか否かを確認する手順を以下に示す。（第4図）

6 . 1 . 1  スクリーンアウトされる火災区域（区画）

当該火災区域（区画）に設置される全機器の動的機能喪

失を想定しても，安全上重要な施設が同時に機能を喪失し

ない火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）の火災に

より安全上重要な施設が同時に機能を喪失しないことから，

スクリーンアウトする火災区域（区画）とする。

6. 1 . 2  スクリーンアウトされない火災区域（区画）

同一火災区域（区画）内に多重化された安全上重要な施

設が存在する火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）

の火災を想定すると，安全上重要な施設が同時に機能を喪

失する可能性があることから，以下について確認する。 

①多重化された安全上重要な施設のうち，多重化され

た最重要設備が，火災防護に係る審査基準の「2. 3

火災の影響軽減」に基づく火災防護対策の実施状況

を確認し，火災区域（区画）の系統分離等の火災防

護対策を考慮することにより，最重要設備の安全機

能に影響がないことを確認する。なお，最重要設備

の安全機能が確保されない場合は，追加の火災防護

対策を実施し，最重要設備の安全機能を少なくとも

一つは確保する。 

②最重要設備以外の安全上重要な施設が設置される当

該火災区域（区画）において，最も過酷な単一の火
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災を想定して，ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実

施し，想定火災が安全上重要な施設に影響を与える

か否かを確認し，火災影響を与える場合は火災防護

対策の強化を実施し，再度ＦＤＴＳを用いた火災影

響評価を実施し，火災影響を与えないことを確認す

る。 

第4図 隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

の火災影響評価手順の概要フロー

6. 2  隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）

の火災影響評価 

隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）は，
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当該火災区域（区画）内の火災に伴う当該火災区域（区画）

及び隣接火災区域（区画）（以下「隣接２区域（区画）」と

いう。）に設置される全機器の動的機能喪失を想定しても，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失しない場合は，再処理

施設の安全機能に影響を与えないことを確認する。 

また，隣接２区域（区画）に設置される全機器の動的機能

喪失を想定し，再処理施設の安全機能に影響を与える場合に

おいては，最重要設備に対する系統分離等の火災防護対策及

びＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，安全上重要な施

設が同時に機能を喪失しないことを確認することで，再処理

施設の安全機能に影響を与えないことを確認する。 

 

ここでは，当該火災区域（区画）に火災を想定しても，隣

接２区域（区画）に設置される安全上重要な施設が同時に機

能を喪失するか否かを確認する手順を以下に示す。（第5図） 

 

 

6 . 2 . 1  隣接２区域（区画）のターゲットの確認 

隣接２区域（区画）のターゲットを確認し，以下の①か

ら④に分類する。 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在する場合 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが隣接

火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが隣
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接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合

④当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在しない場合

6.2. 2  再処理施設の安全機能確保の確認

上記6.2 . 1項で実施した分類に応じて，再処理施設の安全

機能が維持されるか否かを以下の①から④のとおり確認す

る。 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）に

ターゲットが存在する場合

隣接２区域（区画）の安全機能が全喪失した際に，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが，隣

接火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合

当該火災区域（区画）の安全機能が全喪失した際に，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが，

隣接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合

隣接火災区域（区画）の安全機能が全喪失した際に，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

④当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在しない場合
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この場合は，隣接２区域（区画）に設置される全機

器の動的機能喪失を想定しても，安全上重要な施設は

同時に機能喪失しない。 

6.2 . 3  スクリーンアウトされる火災区域（区画）

上記6.2 . 2項①から③において，安全上重要な施設が同時

に機能喪失しない火災区域（区画）は，当該火災区域（区

画）に火災を想定しても再処理施設の安全機能に影響を与

えないことから，スクリーンアウトする火災区域（区画）

とする。

また，上記6.2. 2項④の場合も，当該火災区域（区画）に

火災を想定しても，安全上重要な施設が同時に機能を喪失

しないことからスクリーンアウトする火災区域（区画）と

する。 

6.2 . 4  スクリーンアウトされない火災区域（区画）

上記6.2 . 2項①から③において，安全上重要な施設が同時

に機能喪失する火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）

の火災を想定すると，再処理施設の安全機能に影響を及ぼ

す可能性がある。 

このため，当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区

画）の多重化された安全上重要な施設のうち，多重化され

た最重要設備が各々に設置され，火災の影響を受けるおそ

れのある場合は，火災防護に係る審査基準の「2. 3  火災

の影響軽減」に基づく火災防護対策の実施状況を確認し，
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系統分離等の火災防護対策を考慮することにより，最重要

設備の安全機能が少なくとも一つは確保されることを確認

する。なお，最重要設備の安全機能が確保されない場合は，

追加の火災防護対策を実施し，最重要設備の安全機能を少

なくとも一つは確保する。

最重要設備以外の安全上重要な施設が機能喪失するおそ

れのある当該火災区域（区画）において，最も過酷な単一

の火災を想定して，ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，

火災影響を及ぼす場合は火災防護対策の強化を実施し，再

度ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与え

ないことを確認する。 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にター

ゲットが存在する場合

a.多重化された最重要設備が各々の火災区域(区画)

に設置される場合は，火災防護に係る審査基準の

「2. 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策の

実施状況を確認し，系統分離等の火災防護対策を

考慮することにより，最重要設備の安全機能が少

なくとも一つは確保されることの確認

b.当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）内

のターゲットへのＦＤＴＳを用いた火災影響評価を

実施し，火災影響を与えないことの確認 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが，隣接

火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合
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当該火災区域（区画）内のターゲットへのＦＤＴＳを

用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与えないこと

の確認 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが，隣

接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合

隣接火災区域（区画）内のターゲットへのＦＤＴＳを

用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与えないこと

の確認 
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7 .ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価

6 .項に示す火災区域（区画）に対する火災影響評価に よっ

て，スクリーンアウトされない火災区域（区画）に対するＦＤ

Ｔ Ｓ を用いた火災影響評価の方法について以下に示す。 

7 . 1 当該火災区域（区画）

スクリーンアウトされない当該火災区域（区画）のターゲ

ットは，安全上重要な施設が同時に機能喪失し，再処理施設

の安全機能に影響を与える可能性があるため，ターゲットが

火災影響を受けるか否かを評価する手順を以下に示す。 

7 . 1 . 1 対象火災区域（区画）内の特定

対象とする火災区域（区画）に関する情報として，火災

区域（区画）のサイズ（幅，長さ，高さ），耐火壁の構造

材，厚さ，開口サイズ（幅，高さ，位置）及び換気風量を

特定する。 

7 . 1 . 2 火災源の特定

火災区域（区画）内に存在する火災源の情報として，評

価ガイドに示される火災源及び再処理施設特有の火災源を

考慮し，以下の火災源及びスクリーニング用発熱速度から

特定する。 

① 3 . 7ｋＷを超える回転機器の潤滑油火災（ＦＤＴ Ｓ
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より算出）

②3 . 7ｋＷを超える回転機器の電動機火災（6 9ｋＷ）

③4 4 0Ｖ以上の電気キャビネット火災（2 3 2ｋＷ）

④ケーブルトレイに敷設されるケーブル火災（1 0 6 . 0 2

ｋＷ）

⑤有機溶媒火災（ＦＤＴ Ｓ より算出）

⑥仮置可燃性物質火災（1 4 2ｋＷ）

（ ）内はスクリーニング用発熱速度を示す。

潤滑油及び有機溶媒漏えい火災については，評価ガイドに

基づき，燃焼する油量を内包油量の1 0 %と仮定する。この油

量に対する発熱速度（以下「ＨＲＲ」という。）を，可燃性

液体の燃焼速度と漏えい面積を基に，下式（ＦＤＴ Ｓ ，ＮＵ

ＲＥＧ－1 8 0 5）に基づき算出する。 

ܳ ൌ ሶ݉ ௖,௘௙௙൫1ܪ߂" െ ݁ି௞ఉ஽൯ܣௗ௜௞௘

ܳ： 火 災 源 の 発 熱 速 度 ( Ｈ Ｒ Ｒ )   [ k W ]

ሶ݉ "： 漏 え い 油 の 質 量 燃 焼 速 度  [ k g / m 2 ・ s e c ]

：݂݂݁,ܿܪ߂ 漏 え い 油 の 有 効 熱 [ k J / k g ]

：݁݇݅݀ܣ 漏 え い 油 の 広 が り 面 積  [ m 2 ]

：ߚ݇ 経 験 的 乗 数  [ m - 1 ]

：ܦ 火 災 の 等 価 直 径  （  ＝ ඥ4ߨ/݁݇݅݀ܣ ） [ m ]

7 . 1 . 3 ターゲットの特定

火災区域（区画）内に存在するターゲットについての情報

を機器配置図，盤配置図，ケーブルトレイ配置図，機器の詳
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細図から特定する。

7 . 1 . 4 火災源の影響範囲（ＺＯＩ）の設定

ターゲットの損傷基準は，ケーブルの損傷温度2 0 5℃，損

傷輻射熱流束６k W / m 2 に設定する。本損傷基準は，評価ガイ

ドに記載される熱可塑性ケーブルの基準（ＮＵＲＥＧ／ＣＲ

－6 8 5 0）に基づくものである。なお，ポンプ等に内包され

る潤滑油の発火温度は，2 0 5℃以上となることから本損傷基

準にて影響範囲をＦＤＴ Ｓ の計算モデルに基づき算出し評価

する。以下に火災源の影響範囲の設定方法を示す。 

①火炎による直接の影響

垂直方向の影響範囲は，火炎の高さで定義される。

影響範囲は火炎底部での燃焼範囲（油漏えい火炎で

は漏えい面積で規定される範囲）とする。火炎高さ

はＦＤＴ Ｓ により算出する。 

②火炎プルームの影響

垂直方向の影響範囲は，火炎プルームの中心軸の

温度が，ターゲットの損傷温度と等しくなるプルー

ムの高さで定義される。水平方向の影響範囲は火炎

底部での燃焼範囲（油漏えい火炎では漏えい面積で

規定される範囲）とする。プルームの高さはＦＤＴ

Ｓ により算出する。 

③火炎による輻射の影響

輻射の影響範囲は，輻射熱流束がターゲットの損
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傷熱流束と等しくなる火炎中心からターゲットまで

の直線距離で定義される。輻射熱流束の距離はＦＤ

Ｔ Ｓ により算出する。 

④高温ガス層の影響

高温ガス層の影響範囲は，高温ガス層の温度がタ

ーゲットの損傷温度以上となる領域であり，時間の

経過とともに高温ガス層の温度及び高さは変化する。

高温ガス層の温度及び高さはＦＤＴ Ｓ により算出す

る。 

高温ガス層の影響範囲の算出に関する条件を以下

に示す。 

ⅰ .  油漏えい火災では，漏えい油（内包油量の

1 0％）が燃え尽きる時間（燃焼時間）での

高温ガス層の温度及び高さより影響範囲を

算出する。燃焼時間はＦＤＴ Ｓ の火炎による

直接の影響により算出する。 

ⅱ .  油火災以外は，燃焼開始後１時間の時点で

高温ガス層の温度及び高さより影響範囲を

算出する。 

ⅲ .  自然換気区画対象モデルは，１箇所の開口

部しか扱えないため，評価対象火災区画に

開口部が複数ある場合には，開口部の面積

に関するデータとして，開口部の全面積を

設定する。



補2－7－添1－24 

ⅳ .  再処理施設は換気設備による動的閉じ込め

を 採 用 す る こ と で ， 常 時 換 気 さ れ て い る が ，

高温ガス層の算出は高温ガス層温度が高め

となるように，ガイドに基づき自然換気区

画対象モデルにより算出する。なお，高温

ガス層評価で損傷基準を超える場合で換気

量が決まっている火災区域（区画）につい

ては，現実的な評価として強制換気区画対

象モデルにより詳細評価を実施する。

7 . 1 . 5 火災区域（区画）内の評価

火災区域（区画）内の評価については，ターゲットの近傍

にある火災源及び火災区域（区画）内の最も大きいＨＲＲの

火災源を使用し，上記7 . 1 . 4項の方法にて影響範囲を算出し，

ターゲットが火災源の影響範囲内にあれば損傷するものとし

て評価する。

なお，火災区域（区画）内の火災源がケーブルトレイの場

合は，米国電気電子工学会（ＩＥＥＥ）規格3 8 4（ＩＥＥＥ

3 8 4 - 1 9 9 2）に示されるケーブルトレイ間の分離距離（垂直

下部方向 1 . 5 ｍ，水平方向 0 . 9 ｍ，ソリッドトレイの場合は，

垂直下部方向0 . 2ｍ，水平方向0 . 1ｍ）の範囲内に含まれる

ケーブルは損傷するものとして評価する。
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7 . 2  当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画） 

スクリーンアウトされない当該火災区域（区画）及び隣接

火災区域（区画）のターゲットは，安全上重要な施設が同時

に機能を喪失し，再処理施設の安全機能に影響を与える可能

性があるため，ターゲットが火災影響を受けるか否かを評価

する手順を以下に示す。 

  

7 . 2 . 1  対象火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画） 内の

特定 

対象とする火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）に

関する情報として，火災区域（区画）及び隣接火災区域（区

画）を合わせたサイズ（幅，長さ，高さ），耐火壁の構造材，

厚さ，開口サイズ（幅，高さ，位置）及び換気風量を特定す

る。 

 

7 . 2 . 2  火災源の特定 

火災区域（区画）内に存在する火災源の情報として，

7 . 1 . 2項で実施した分類に応じて，ＨＲＲの最大となる火災

源を特定する。 

 

 

7 . 2 . 3  ターゲットの特定 

    隣接火災区域（区画）内に存在するターゲットについて

の情報は，7 . 1 . 3項と同様とする。 
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7 . 2 . 4 火災源の影響範囲（ＺＯＩ）の設定

ターゲットの損傷基準は，7 . 1 . 4項と同様とする。

7 . 2 . 5 隣接火災区域（区画）の評価

隣接火災区域（区画）の評価は，当該火災区域（区画）か

らの高温ガス温度にて実施する。 

当該火災区域（区画）内の可燃物の火災により発生する高

温ガス温度と，隣接火災区域（区画）に存在するターゲット

の損傷基準とを比較し，ターゲットが損傷するかを評価する。

なお，当該火災区域（区画）内の火災源がケーブルトレイで

隣接火災区域（区画）内のターゲットがケーブルトレイの場

合は，米国電気電子工学会（ＩＥＥＥ）規格3 8 4（ＩＥＥＥ

3 8 4 - 1 9 9 2）に示されるケーブルトレイ間の分離距離（垂直

下部方向 1 . 5 ｍ，水平方向 0 . 9 ｍ，ソリッドトレイの場合は，

垂直下部方向0 . 2ｍ，水平方向0 . 1ｍ）の範囲内に含まれる

ケーブルは損傷するものとして評価する。
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8 .  評価結果

以下8 . 1項において隣接火災区域（区画）に火災の影響を与え

ない火災区域（区画）に対する火災影響評価の結果を，8 . 2項に

おいて隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域

（区画）に対する火災影響評価の結果を示す。 

8 . 1 隣接火災区域（区画）に火災の影響を与えない火災区域

（区画）に対する火災影響評価

隣接火災区域（区画）に火災の影響を与えない火災区域

（区画）に対して，「4 .  火災伝播評価対象の選定（スクリー

ニング）」のとおり，スクリーンアウトされる火災区域（区

画）を確認するとともに，スクリーンアウトされない火災区

域（区画）に対して，最重要設備が火災防護に係る審査基準

の「 2 . 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策 (系統分

離 )を実施することにより，最重要設備の安全機能に影響が

ないことを確認する。また，ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価

を実施し，再処理施設の安全機能に影響がないことを確認す

る。（添付資料６） 

8 . 2 隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域（区

画）に対する火災影響評価

隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域（区

画）に対して，「4 .  火災伝播評価対象の選定（スクリーニン

グ）」のとおり，スクリーンアウトされる火災区域（区画）
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を確認するとともに，スクリーンアウトされない火災区域

（区画）に対して，最重要設備が火災防護に係る審査基準の

「 2 . 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策 (系統分離 )

を実施することにより，最重要設備の安全機能に影響がない

ことを確認する。また，ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価を実施

し，再処理施設の安全機能に影響がないことを確認する。

（添付資料７，８） 
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については、商業機密の観点から公開できません
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については、商業機密の観点から公開できません
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そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

非
常

用
A

計
装

電
源

室
－

○
○

－
－

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

貯
槽

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

混
合

槽
A

セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

混
合

槽
B

セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

第
2
セ

ル
前

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

地
下

1
階

東
西

第
1
廊

下
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

非
常

用
A

蓄
電

池
室

－
－

○
－

○
有

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

非
常

用
B

蓄
電

池
室

－
－

－
－

○
有

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

焙
焼

還
元

第
1
室

－
－

○
－

－
有

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

焙
焼

還
元

第
2
室

－
－

○
－

－
有

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

焙
焼

還
元

第
3
室

－
－

○
－

－
有

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添6－3

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

焙
焼

還
元

第
4
室

－
－

○
－

－
有

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

非
常

用
B

計
装

電
源

室
－

○
○

－
－

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

焙
焼

還
元

第
5
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

焙
焼

還
元

第
6
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

南
第

3
ダ

ク
ト

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

混
合

設
備

第
1
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

混
合

設
備

第
2
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

常
用

計
装

電
源

室
－

○
○

－
○

有
－

－
－

－
－

常
用

電
気

品
室

－
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
－

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

酸
化

物
貯

蔵
建

屋
間

連
絡

通
－

－
○

－
－

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

有
C

影
響

な
し

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

受
入

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

北
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

北
第

2
階

段
室

地
下

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

空
調

機
械

室
－

－
○

－
－

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

第
2
前

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

南
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

圧
縮

空
気

設
備

室
－

－
○

－
－

有
－

－
－

－
－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

3
室

○
－

○
－

－
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

B
－

－
－

地
上

1
階

第
1
廊

下
－

－
○

－
－

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

有
C

影
響

な
し

分
析

移
送

設
備

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添6－4

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

プ
ロ

セ
ス

冷
水

設
備

室
○

－
－

－
－

有

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

有
A

影
響

な
し

搬
出

入
第

1
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

液
移

送
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

非
常

用
A

電
気

品
室

－
○

○
－

－
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

4
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

脱
硝

室
○

－
－

－
－

有

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

有
-

影
響

な
し

非
常

用
B

電
気

品
室

－
○

○
－

－
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

脱
硝

現
場

盤
室

－
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－

臨
界

警
報

装
置

現
場

盤
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

粉
末

移
送

室
○

－
○

－
－

有
－

－
－

－
－

南
第

4
ダ

ク
ト

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添6－5

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

搬
出

入
第

2
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

第
1
倉

庫
－

－
○

－
－

有
－

－
－

－
－

北
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

北
第

2
階

段
室

地
上

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

第
3
前

室
－

－
○

－
－

有
－

－
－

－
－

南
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

排
気

フ
ィ

ル
タ

室
－

－
○

－
－

有
－

－
－

－
－

地
上

2
階

第
1
廊

下
－

－
○

－
－

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

身
体

除
染

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

放
射

能
測

定
機

器
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－

真
空

ポ
ン

プ
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

試
薬

調
整

設
備

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

北
第

4
階

段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

ハ
ッ

チ
第

1
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－

ハ
ッ

チ
第

2
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

室
○

－
○

－
－

有
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

有
C

,D
影

響
な

し

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添6－6

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(7
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

計
装

ラ
ッ

ク
室

－
－

○
－

－
有

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

溶
液

系
安

全
系

A
計

装
ラ

ッ
ク

溶
液

系
安

全
系

B
計

装
ラ

ッ
ク

A
/
B

有
C

影
響

な
し

検
査

機
器

第
1
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

固
体

廃
棄

物
一

時
保

管
室

－
－

－
－

○
有

－
－

－
－

－

検
査

機
器

第
2
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

第
2
倉

庫
－

－
○

－
○

有
－

－
－

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(8
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

－
－

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

制
御

盤
室

－
－

－
A

/
B

有
-

影
響

な
し

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(9
/
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

電
動

機
電

気
盤

ケ
ー

ブ
ル

油
類

そ
の

他
想

定
火

災
結

果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

火
災

源
の

有
無

火
災

の
可

能
性

区
域

(区
画

)内
の

火
災

影
響

評
価

対
象

機
器

火
災

区
域

(区
画

)内
の

評
価

(F
D

T
S
)

系
統

同
時

喪
失

有
/
無

送
風

機
室

○
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－

排
風

機
第

2
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－

地
上

2
階

第
2
廊

下
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

北
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
○

○
－

－
－

有
－

－
－

－
－

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
○

○
－

－
－

有
－

－
－

－
－

管
理

区
域

給
気

ユ
ニ

ッ
ト

室
前

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

南
第

5
ダ

ク
ト

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

北
第

2
階

段
室

地
上

2
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

南
第

1
階

段
室

地
上

2
階

附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

非
管

理
区

域
給

気
ユ

ニ
ッ

ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

非
管

理
区

域
給

気
ユ

ニ
ッ

ト
室

前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

管
理

区
域

給
気

ユ
ニ

ッ
ト

室
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

ウ
ラ

ン
脱

硝
建

屋
－

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

間
連

絡
通

路
－

－
－

－
－

無
－

－
－

－
－

精
製

建
屋

－
ウ

ラ
ン

脱
硝

建
屋

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
間

連
絡

通
路

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません





令和元年 11 月 8 日 Ｒ1 

補足説明資料２－７（５条） 

添付資料６ 

別紙１ 





別紙 1 

補 2－7－添 6－別 1－1 

火災区域(区画)内の系統分離対策の確認について

（ウラン･プルトニウム混合脱硝建屋）

1．火災区域(区画)内における影響軽減対策

火災区域(区画)内に対する火災影響評価（全機能の喪失）を

実施した結果，当該火災区域(区画)の火災による全機能喪失を

想定すると，再処理施設の安全上重要な施設のうち，最重要設

備の安全機能が確保できないおそれがある。 

よって，火災により最重要設備の安全機能に影響がある火災

区域(区画)内に対して，両系統の機器等を系統分離するなどの

火災防護対策を実施することにより，最重要設備の安全機能が

少なくとも一つ確保されることを確認する。評価結果を第 1 表

に示す。 









令和元年 11 月 8 日 Ｒ1 

補足説明資料２－７（５条） 

添付資料７ 





【目次】

1.  概要

2.  前提条件

3.  評価





補 2－7－添 7－1 

再処理施設における隣接火災区域への

火災伝播評価結果について

1.概要

全ての火災区域について，隣接火災区域への火災影響の有無

を確認するため火災伝播評価を実施した。 

2.前提条件

火災伝播評価においては，当該火災区域（区画）と隣接火災

区域（区画）への火災伝播の有無（等価時間と耐火時間の関係）

を評価する。

3.評価

全ての火災区域を対象に隣接する火災区域を抽出し，火災伝

播評価手順の概要フローに従い，隣接区域への開口部の有無を

確認するとともに，等価火災時間と耐火壁の耐火能力を比較す

ることにより，火災伝播評価を実施した。 

評価結果を次頁以降に示す。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

地
下

2
階

第
1
廊

下
1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－2

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

廃
液

処
理

室
0
.5

有
－

－

地
下

2
階

第
1
廊

下
1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－3

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

凝
縮

廃
液

貯
槽

セ
ル

0
.0

無
－

－

排
気

モ
ニ

タ
機

器
室

0
.5

有
－

－

北
第

1
階

段
室

0
.0

無
－

－

建
屋

廃
液

移
送

ポ
ン

プ
室

0
.5

有
－

－

洗
浄

廃
液

受
槽

室
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－4

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

北
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

0
.0

無
－

－

排
風

機
第

1
室

0
.5

有

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

建
屋

廃
液

貯
槽

室
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－5

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

分
析

デ
ー

タ
管

理
室

0
.5

無
－

 －

機
器

調
整

室
1
.0

無
－

－

凝
縮

廃
液

受
槽

B
セ

ル
0
.0

無
－

－

北
第

2
階

段
室

0
.0

無
－

－

建
屋

廃
液

サ
ン

プ
室

0
.5

有
－

－

凝
縮

廃
液

受
槽

A
セ

ル
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－6

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

分
析

機
器

室
0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－7

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

0
.0

無
－

－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

1
室

1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－8

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－9

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

粉
砕

第
2
室

1
.0

有

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

粉
砕

第
1
室

1
.0

有

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－10

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

粉
末

充
て

ん
第

1
室

0
.5

有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

南
第

1
階

段
室

0
.0

無
－

－

南
第

2
ダ

ク
ト

室
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－11

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

現
場

制
御

室
1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－12

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

有
E

影
響

な
し

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

空
調

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
機

械
第

2
室

0
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B

空
調

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
機

械
第

1
室

0
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A

粉
末

充
て

ん
第

2
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－13

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

有
0
.0

有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

塔
槽

類
廃

ガ
ス

フ
ィ

ル
タ

室
0
.5

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

台
車

移
動

室
0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－14

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

有
C

影
響

な
し

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

第
1
前

室
0
.0

無
－

－

北
第

2
階

段
室

地
下

2
階

附
室

0
.0

無
－

－

北
第

1
階

段
室

地
下

2
階

附
室

0
.0

無
－

－

よ
う

素
フ

ィ
ル

タ
室

0
.5

無
－

－

現
場

制
御

室
前

室
1
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－15

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

地
下

1
階

第
1
廊

下
1
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

南
第

1
階

段
室

地
下

2
階

附
室

0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

第
1
セ

ル
前

室
0
.5

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

地
下

1
階

第
1
廊

下
1
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

北
第

3
階

段
室

0
.0

無
－

－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

2
室

1
.5

有
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

第
2
予

備
室

0
.0

無
－

－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

0
.0

無
－

－

一
時

貯
槽

セ
ル

0
.0

無
－

－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

受
入

室
前

室
0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

貯
槽

室
0
.5

無
－

－

非
常

用
A

計
装

電
源

室
1
.0

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 K

8
5
1

電
磁

接
触

器
盤

 K
8
6
1

A

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

第
2
セ

ル
前

室
0
.5

無
－

－

混
合

槽
B

セ
ル

0
.0

無
－

－

混
合

槽
A

セ
ル

0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

地
下

1
階

東
西

第
1
廊

下
0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

非
常

用
B

蓄
電

池
室

2
.0

有
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B

非
常

用
A

蓄
電

池
室

3
.0

有
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
1
室

1
.0

有

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－24

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
2
室

1
.0

有

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
3
室

1
.0

有

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
4
室

1
.0

有

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－27

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
第

2
排

風
機

A
※

第
2
排

風
機

B
※

第
2
排

風
機

C
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

無
3
.0

無
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

非
常

用
B

計
装

電
源

室
1
.5

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 K

8
5
2

電
磁

接
触

器
盤

 K
8
6
2

B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－28

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
5
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－29

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ

ワ
ー

ク
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

焙
焼

還
元

第
6
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－30

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

常
用

計
装

電
源

室
1
.5

有
－

－

混
合

設
備

第
2
室

0
.5

無
－

－

混
合

設
備

第
1
室

1
.0

有
－

－

南
第

3
ダ

ク
ト

室
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－31

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

常
用

電
気

品
室

3
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－32

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

北
第

2
階

段
室

地
下

1
階

附
室

0
.0

無
－

－

北
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

0
.0

無
－

－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

受
入

室
0
.5

無
－

－

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
－

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

酸
化

物
貯

蔵
建

屋
間

連
絡

通
路

1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

空
調

機
械

室
0
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

南
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

0
.5

無
－

－

第
2
前

室
0
.0

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－35

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

B
※

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

C
※

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

3
室

1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

圧
縮

空
気

設
備

室
0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－36

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

有
C

影
響

な
し

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

地
上

1
階

第
1
廊

下
1
.5

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－37

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

A
漏

え
い

液
移

送
ポ

ン
プ

B
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

搬
出

入
第

1
室

0
.5

無
－

－

プ
ロ

セ
ス

冷
水

設
備

室
0
.5

有

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

分
析

移
送

設
備

室
0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－38

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

A
/
B

－
－

－

液
移

送
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－39

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
 

電
磁

接
触

器
盤

 

A
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－
無

3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A

A
/
B

－
－

－

非
常

用
A

電
気

品
室

2
.0

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－40

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

非
常

用
A

電
気

品
室

2
.0

有
無

3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－41

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A 硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B 混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A

A
/
B

－
－

－

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

4
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－42

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

－
－

－
3
.0

無
－

－

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

4
室

1
.0

有
無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

脱
硝

室
0
.5

有

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－44

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A 硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B 混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度

A
/
B

－
－

－

非
常

用
B

電
気

品
室

1
.5

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

－
－

－
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

非
常

用
B

電
気

品
室

1
.5

有
無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

有
B

影
響

な
し

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

有
C

影
響

な
し

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

臨
界

警
報

装
置

現
場

盤
室

1
.5

有
－

－

脱
硝

現
場

盤
室

1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

搬
出

入
第

2
室

1
.0

有
－

－

南
第

4
ダ

ク
ト

室
0
.0

無
－

－

粉
末

移
送

室
1
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
室

0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－49

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
室

0
.5

無
無

3
.0

無
－

－

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

第
1
倉

庫
3
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

有
C

影
響

な
し

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

排
気

フ
ィ

ル
タ

室
1
.0

有
－

－

南
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

0
.0

無
－

－

第
3
前

室
3
.0

超
有

－
－

北
第

2
階

段
室

地
上

1
階

附
室

0
.5

無
－

－

北
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－51

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

有
C

影
響

な
し

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

身
体

除
染

室
0
.5

無
－

－

地
上

2
階

第
1
廊

下
1
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

真
空

ポ
ン

プ
室

0
.5

無
－

－

放
射

能
測

定
機

器
室

0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－53

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

※
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

溶
液

系
安

全
系

A
計

装
ラ

ッ
ク

溶
液

系
安

全
系

B
計

装
ラ

ッ
ク

A
/
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

ハ
ッ

チ
第

2
室

0
.5

有
－

－

ハ
ッ

チ
第

1
室

0
.5

有
－

－

北
第

4
階

段
室

0
.0

無
－

－

試
薬

調
整

設
備

室
0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－54

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

溶
液

系
安

全
系

A
計

装
ラ

ッ
ク

溶
液

系
安

全
系

B
計

装
ラ

ッ
ク

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

室
1
.0

有
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－55

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

検
査

機
器

第
1
室

0
.5

無
－

－

計
装

ラ
ッ

ク
室

0
.5

有

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A 硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B 混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

溶
液

系
安

全
系

A
計

装
ラ

ッ
ク

溶
液

系
安

全
系

B
計

装
ラ

ッ
ク

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－56

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A 硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B 混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A

A
/
B

－
－

－

固
体

廃
棄

物
一

時
保

管
室

3
.0

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－57

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

固
体

廃
棄

物
一

時
保

管
室

3
.0

有
無

3
.0

無
－

－

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－58

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
8
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A 硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B 混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－

検
査

機
器

第
2
室

0
.5

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－59

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
9
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

検
査

機
器

第
2
室

0
.5

無
無

3
.0

無
－

－

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－60

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
0
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
3
.0

有

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

A
/
B

有
E

影
響

な
し

第
2
倉

庫
3
.0

超
有

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
1
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
3
.0

有
－

－

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

有
E

影
響

な
し

無
1
.0

有
－

－
－

－
－

－
－

第
2
倉

庫
3
.0

超
有

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
2
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
A

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

A
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

A
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
※

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
※

A
/
B

制
御

盤
室

0
.5

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
3
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
A

/
B

－
－

－
有

0
.0

有
－

－
－

－
－

無
3
.0

無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
1

脱
硝

工
程

A
/
B

現
場

制
御

盤
3

A
/
B

－
－

－

無
3
.0

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
※

非
常

用
電

気
設

備
リ

レ
ー

盤
B

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
※

4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
1

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

B
2

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

B
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
3
.0

無
第

1
排

風
機

A
※

第
1
排

風
機

B
※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－ －

3
.0

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

出
口

温
度

B

A
/
B

－
－

送
風

機
室

0
.5

有
－

－

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－64

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
4
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

送
風

機
室

0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－65

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
5
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
3
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

北
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
0
.5

有
－

－

地
上

2
階

第
2
廊

下
0
.5

無
－

－

排
風

機
第

2
室

0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。
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については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
6
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

有
0
.0

有
－

－
－

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

A
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
B

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
B

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
脱

硝
装

置
B

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
B

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

B
内

部
照

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
南

第
1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
0
.5

有
－

－
無

3
.0

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－67

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
7
/
6
8
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

等
価

時
間

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
想

定
火

災
結

果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
有

/
無

火
災

伝
播

評
価

(F
D

T
S
)

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

耐
火

時
間

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

無
3
.0

無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

A
※ ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
制

御
盤

B
※ 建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御
盤

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

※

A
/
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

※
B

－
－

－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

有
0
.0

無
－

－
－

－
－

無
1
.0

無
－

－
－

－
－

南
第

1
階

段
室

地
上

2
階

附
室

0
.0

無
－

－

管
理

区
域

給
気

ユ
ニ

ッ
ト

室
前

室
0
.5

無
－

－

北
第

2
階

段
室

地
上

2
階

附
室

0
.0

無
－

－

南
第

5
ダ

ク
ト

室
0
.0

無
－

－

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
0
.5

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
最

重
要

設
備

の
詳

細
評

価
は

，
別

紙
1
に

示
す

。

補2－7－添7－68

については、商業機密の観点から公開できません



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
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添付資料７ 

別紙１ 





別紙 1 

補 2－7－添 7－別 1－1 

火災区域(区画)間の系統分離対策の確認について

（ウラン･プルトニウム混合脱硝建屋）

1．当該火災区域(区画)と隣接火災区域(区画)間における影響軽

減対策

隣接火災区域 (区画 )に影響を与える火災区域 (区画 )に対す

る火災影響評価（全機能の喪失）を実施した結果，当該火災区

域 (区画 )と隣接火災区域 (区画 )の火災で全機能喪失を想定す

ると，再処理施設の安全上重要な施設のうち，最重要設備の安

全機能が確保できないおそれがある。 

よって，これらの火災区域(区画)については，詳細な火災影

響評価を行い，系統分離等の火災防護対策を実施することによ

り，最重要設備の安全機能を少なくとも一つ確保されることを

確認する。評価結果を第 1 表に示す。 
















